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まえがき 

 

立冬を過ぎ、すっかり朝夕の寒さが身にしみるようになりました。 

こんにちは、立命館アイドルマスターサークル会長のちゃありぃです。今年は新型コロナウ

イルス感染症の影響で春から活動に制限がかかりなかなか思うような活動が出来ないまま

季節だけが過ぎていき、とうとう学園祭も中止となってしまいました。また、ライブやイベ

ントなども軒並み中止となり、みなさまも歯がゆい思いをしているのではないかと思われ

ます。 

そのような状況で今年も会報誌制作を進めてまいりました。学園祭が中止となった今年

は Web での公開という形を取らせていただいております。製本されたものが残らないのは

残念ですが、これを機に 1 人でも多くの方に読んでいただければ幸いです。 

ちゃありぃ 

 

追記 

 会報誌は本来学祭の時期に合わせて秋に制作し、12 月中には公開する予定でしたがいろ

いろあってタイミングを逃したためテスト期間が過ぎた時期に公開することにしました。

(同人作家が即売会が消えたせいで締め切りが無期限延長されて作品の執筆に手がつかなく

なったって話を Twitter で見たけどやっぱり絶対的な締め切りが存在してないと人間ダメ

なんだと思う) 

 そのためまえがきやあとがき、記事などに一部時空の歪みが発生していますがその点ご

了承ください。 
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デレステの放置編成のすゝめ 

Makki* 

 

 デレステでは定期的にイベントが開催される。その中の一つに、アタポン形式(公式名が

無いため俗称)というものがある。これは、集めたイベントポイントの量に応じた順位によ

って、称号やイベント限定アイドル等を入手できるというものである。ここでは、上位報

酬を入手することを容易にする手段である、放置編成を紹介する。また、本稿ではイベン

トエンブレムを集めるグランドライブの放置編成のみを紹介するが、イベント上位を目指

すには様々な要素が必要なため、担当イベントがくる 2 週間前から準備することを推奨す

る。 

 グランドライブは、3 ユニット 15 人を編成してプレイするライブで、消費するスタミナ

は通常ライブより多くプレイ難易度が非常に高いが、その分入手できるイベントエンブレ

ムは他の追随を許さない量になっています。(約 1.5 倍)そのため、イベント時にはグラン

ドライブが推奨されますが、前述したように、通常ライブに比べて難易度が高く指や精神

的な疲労が溜まりやすく、一週間以上あるイベント期間中に尽きる可能性が大いにある。 

そこで、用いるのが放置編成。 

編成難易度は非常に高いものの、ライブを開始さえすればノーツを叩かずにクリアする

ことができます。ここでは、放置編成入門編の紹介をする。 

 

 スキルブースト 

 通称スキブ。 

 他のアイドルの特技効果を増大させるスキルで、これにより後に紹介する PERFECT サ

ポートやダメージガードを最強にする放置編成の要である。そして、放置編成においては

シンデレラフェス限定のアイドルが重要になります。フェス限のスキルブースト持ちアイ

ドルはセンター効果により特技発動率を 50%引き上げることができ、確実に特技を発動す

ることができる。特定のフェス限を集めることだけでも難しいが、ここに秒数という概念

が加わる。詳細は省くが、フェス限で秒数を揃える場合 7 秒・8 秒・10 秒が存在し、3 人

ずつしか存在しないためコンプリートした秒数で揃えなければならない。(序列は 8 秒＞

10 秒＞7 秒) 
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 PERFECT サポート 

 通称パフェサポ。 

 本来の効果は、GREAT/NICE/BAT を PERFECT にするというものだが、スキルブー

ストと合わせることにより MISS を PERFECT にすることができる。これにより、放置し

てもスコアが伸び編成によっては S ランククリアも可能である。SSR では 6 人のみだがこ

のうち 5 人以上編成することが推奨されている。(序列は 9 秒＞12 秒＞15 秒) 

 トリコロールシナジー(通称シナジー)>オールラウンド＞ライフ回復 

 いずれも体力を回復させる特技でトリコロールシナジーはスコアアップとコンボボーナ

ス、オールラウンドはコンボボーナスが上昇するため、優先順位は上記のようになる。た

だ、トリコロールシナジーはフェス限アイドルの特技なため入手難度は非常に高いので要

注意である。 

 ダメージガード 

  通称ダメガ 

 放置編成で用いるのはガチャ等で入手できる SR の 7 中である。これはスキルブースト

でカバーできない箇所をサポートするためであり、スキルブーストを 7 秒で統一している

場合には別の秒数を採用する。 

  

 以上を踏まえ、放置編成はこのようになる。 

ユニット A パフェ 9 高 パフェ 12 高 スキブ 8 高 シナジー11 高 ダメガ 7 中 

ユニット B パフェ 9 高 パフェ 15 高 スキブ 8 高 シナジー11 高 ダメガ 7 中 

ユニット C パフェ 12 高 パフェ 15 高 スキブ 8 高 シナジー11 高 ダメガ 7 中 

パフェ 15 高を一枚秒数の違うダメガやスコアアップに変えることで安定した S ランクク

リアに近づけられる。 

 

最後に、これらは初歩的なものであるため、GRAND 最速である M＠GIC☆をクリアす

るには必要なアイドルが変わるため、要検証である。これを機に、デレステのイベランを

やってみてはいかがだろうか？ 
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ミリシタのイベランをスペトレと並行してやってみた。 

スルメイヌ 

 

＜1.はじめに＞ 

 例年と比べてかなりシビアな内容となっているミリシタ３周年のスペシャルトレーニン

グ（以下スペトレ）。大量のジュエルが貰える一方、その手間から進んでいない方も多いの

ではないでしょうか。かくいう自分も最近はデレステに魂を吸われていたので殆ど進んで

いませんでした。 

しかし 8 月末に状況は一変。3 周年フェスでジュエルを全部持っていかれたタイミングで

プラチナスターシアター「little trip around the world」が発表。これは伊織担当として流石

に走らざるを得ません。いくら他のことに魂を吸われようとも担当イベが来れば戻ってく

る。オタクとはそういうものです。 

 前置きが長くなりましたが、要するに「スペトレを利用すれば持ち石が少なくてもいい感

じにイベラン出来るのでは？ 」という記事です。 

＜2.準備＞ 

 まず未開放のコミュを開放して石を回収。次に溜まっていたトレーニング pt を使ってあ

らかじめアイドルのマスターランクを上げておきます。その結果、ジュエルが約 11000、回

復アイテムがスパドリ MAX 換算で約 20 本となりました。正直シアター形式でこれだけの

資材があれば基本 PR 余裕なので企画倒れしている気がしなくもないですが、とにかくこれ

で走っていきます。 

余談ですが、関門ミッション A の「センターにしてスコア 100 万をこえよう」に備えて

属性・特化ごとにセンター以外の編成を予め組んで置くと後々楽になります。 

＜3.イベント中の立ち回り＞ 

 今回は仕事走りで走りました。前半に集中して仕事とチケットライブを行い、アイテムを

集め、後半は 4 倍消費でイベント楽曲を叩くというミリシタのイベランの中ではおそらく

一番メジャーな方法です。TPR を狙うわけではないのでチケットライブはクリア S 埋めを

優先。また、未覚醒のカードを 1 枚は編成して（3rd カード優先）覚醒ポイントを無駄にし

ないようにします。未覚醒のカードが無くなったら関門ミッションであるセンターライブ

に取り掛かります。この際イベント曲のスコアタをしない方はイベント曲の属性ではない

キャラから進めるのがおすすめです。 

イベント曲の属性のキャラはステータスにボーナスがつくイベント曲でセンターライブ

が出来るので、関門ミッションの一発クリアが狙いやすくなります。自分の LP は 4550 程

ですが、通常楽曲で一発クリアを狙う場合はセンターが基本「○○90％アップ」で固定され

るため、育っていない属性はかなりギリギリです。後ほど自分が稼いだポイントを書きます

が、今回のイベントでは 300 枚消費のチケットライブが 200 回ほど出来ました。上手くや



7 

 

ればここのクリア S 埋めで 1000 以上の石を稼ぐことも可能かと思います。 

＜4.結果＞ 

 イベント開始前はスペトレ終了済み（4 凸）が 3 人、3 凸（覚醒済）が 12 人、3 凸（未覚

醒）が 21 人、無凸（未覚醒）が 16 人でしたが、イベント後は 4 凸が 26 人、3 凸が 16 人、

無凸が 10 人（52 人全員覚醒済み）となりました。ここから計算すると、イベント中のスペ

トレだけで 4700 ジュエル手に入ったことになります。そして楽曲のクリア S 報酬、イベン

ト中に覚醒させたカードのコミュ等で更に 3000 程のジュエルが手に入りました。 

 最終的に今回自分が稼いだポイントは 455555pt でした。ランキングは 185 位だったので

かなりのオーバーランですが、それでも 3000 ジュエル程余ったのでイベランに使ったジュ

エルは約 16000 となります。あるサイトによると、Plv300 の自分が 455555pt 稼ぐのに必

要なジュエルは 17400 らしいのでスパドリを考慮すると妥当な結果と言えます。 

＜5.まとめ・感想＞ 

 正直、イベント 1 つ走ってもスペトレが終わらないのは予想外でした。これはおそらく

トレーニング pt の入手効率が悪い仕事走りをしたのが原因なので、ライブ走りをすること

によって軽減可能です。この記事でスペトレがミリシタのイベランをする上でかなり大き

な助けになることは証明できたと思います。皆さんも是非やってみてください。 
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G.R.A.D 育成でのアビリティについて 

うんま! 

こんにちは。情報理工 2 回生のうんま!です 

突然ですが皆さんグレフェスやっていますか？ 

やっていない人は今すぐやりましょう。はづきさんシールを回収することや、今までやっ

ていない人だったら Pssr はづきさんと Sssr はづきさんが貰えるのでやり得です。 

じゃあどんな編成を組めばいいとかあるんですけど、正直グレ 7 タッチだけだったら何の

ユニットを使っても、何ならユニットこだわらなくてもいけるかもしれないです。（もちろ

ん有利不利ありますが）ここで必要になってくるのが GRAD での育成ですね。GRAD での

育成の強い点としてアビリティが挙げられます。今回の記事ではそのアビリティがあるの

とないのでどれだけ違って来るのかってことをお話しします。なお、パーフェクトリィの取

得は現実的でないので書きません。あれを取った人は聞いたことないです。 

皆さんアビリティの火力上昇ってどういう計算か知っていますか？知らない人は驚くと

思うんですけど実はパッシブと同じ動きをします。例えば〇〇の絆で 5％up を持っている

キャラが編成に入っていたらそれがパッシブに加算されて計算されます。つまり絆を 4 つ

持ったキャラが編制に 5 人入っていたら 100％up のパッシブと同じになります。これが常

時発動ってことになるんですよね。結構すごいことです。これと同じようによく拾われるア

ビリティにスロースターター、スタートダッシュ、思い出高低などがあります。スロスタ、

スタダは 1 ターン目で合わせて約 14％、10 ターン目で最大の約 22％になります。思い出

は 0 の時に最大で約 22％。思い出 Max の時に最低の約 14％になります。5 ターン目に思い

出アピールをすると考えると約 31％のバフになります。これらのパッシブを合わせて*5 す

ると（20＋31）*5 

約 250％のパッシブと同価値ということになります。強いねぇ。上にあげたやつと同じよ

うにマスタリーとかを取ると、今までの育成と同じ火力を出すだけでいいなら半分のステ

でいいらしいです。（計算してないから知らん）詳しくは調べたらでます多分。 

他にも GRAD ではよく取られるアビリティがあります。審査員の興味を下げられる「控

えめ」ってアビリティです。現状のグレフェスは高速環境なので遅延をしていい感じに思い

出打ってパーフェクトライブを取ると言うのが基本なのですが、控えめがあると自分の与

ダメージも下がるけど相手の与ダメも下げることができるんですね。（まぁこれのせいで霧

子が猛威を振るっているのですが） 

あとはメンタル下げるために「リーダー適正」をあえて取らなかったり「打たれ弱い」を

取ったりすることもありますね。 

以上が GRAD でアビリティを取るとどんないいことがあるかって話でした。GRAD の弱

い点として思い出 5 が作りにくいと言うのがあるので、センター育成は親愛のお守りを持

ち込むことがほとんどです。無駄遣い厳禁です。使っちゃったって人は反省してください。 
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後書き 

これ書いているのが締切間近と言うのと文章量がギリギリだったのと面倒だったので計

算とかは省きました。ごめんなさい。僕が書いているのは全部 Twitter で有識者が言ってた

こと思い出しながら書いてるので探したら細かい計算とかも見つかるはずです。あとグレ

フェスの環境は移り変わるものなので半年後には今の常識も通用しない可能性があります。

そう言う時は任意の有識者に聞いてください。 
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ライブレポート 

 

アイドルマスター シンデレラガールズ 7thLIVE TOUR 

Special 3chord♪ Comical Pops! 感想レポート 

 

あきとも 

アイマスの沼にはまったライブ 

 

 ７thLIVE 幕張公演のレポートを書かせていただきます。２回生のあきともです。僕がこ

のレポートを書いている時にはもう既にこの公演から１年が経っていました。時の流れと

いうものは早いですね。僕がアイマスのライブに参戦したのはこのライブで２回目です。正

直 Comical Pops! に参戦するまでは自分自身アイマスにここまでハマるとは思ってなかっ

たので、今思い返すとこのライブが自分にとってプロデューサー人生の分岐点になったラ

イブでした。ありがとうシンデレラガールズ。ありがとう Special 3chord♪。 

 

僕は LV、アンコール上映回共に両日参戦したので計 4 回映画館で Comical Pops! の公演

を見ました。なので個人的にかなり思い入れがあるライブです。個人的には Day2 の方が印

象に残っているのでこのレポートでは Day2 を中心に書かせてもらいます。 

 

 まず自分が発狂しそうになったのは、「TOKIMEKI エスカレート～DOKIDOKI リズム」

です。幕張公演は参加メンバーに城ヶ崎姉妹がいたのでソロ曲は来るのではないかと予想

はしていたのですが、まさかメドレー方式で来るとは思いませんでした。TOKIMEKI エス

カレートが終わってから特殊アウトロが始まり DOKIDOKI リズムにつながった瞬間に鳥

肌が立ったのは今でも鮮明に覚えています。LV の時は興奮しすぎて気づかなかったのです

が、歌ってるメンバーが城ヶ崎姉妹と久川姉妹だったので姉妹で合わせてきてたのか～と

後々ながら思ってしまいました。 

 

 次に自分が印象に残っている曲は、「Gossip Club」です。この曲は、幕張公演で「セクシ

ーギャルズ」というユニットの曲としてサプライズ披露された曲です。初披露の曲だと MC

が入るまで気づかなかったので、曲が始まったときになんでみんなこんなにざわざわして

るんだろうと１人で思っていました。Day1 では誰もコール等を入れていなかったのですが、

Day2 ではコールを入れている人が何人かいて、そこからコールが広がっていっていたので、

現地でコールが生まれるっていうのはこういうことなのかと一人で納得したのが今では懐

かしい思い出です。個人的にはユニットが好きなので今では箱で推してます。 
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最後に自分が衝撃を受けたのは、初披露された「谷の底で咲く花は」です。正直に言って

しまうと、このライブに参戦した時、個人的にほたるはそこまで注目していたキャラではな

かったのですが、このソロ曲を LV で聞いてから一目惚れしてしまいました。ほたるの声優

である天野聡美さんはこの幕張公演が初舞台です。それなのに、あれほどまでにほたるちゃ

んの心情を表現した歌い方をしていたので本当に感動しました。所属していた多くの事務

所が倒産して何度もアイドルをあきらめそうになったけど、それでもアイドルを続けたほ

たるちゃんが手に入れた最初の曲。ここからの感想は自分の解釈になるのですが、C メロの

最後で天野さんが座り込み立ち上がって「嵐の夜を超えて 世界は変わってゆく」という歌

詞でラスサビを迎えるのですが、その時の立ち上がった表情で、変わった世界（光を浴びる

ことができるステージ）に向かっていくという気持ちを伝えようとしていたのかなとなん

て考えてしまうと思わず泣きそうになってしまいました。個人的にはこの幕張公演で一番

好きな曲です。 

 

 以上が僕のアイドルマスター シンデレラガールズ 7thLIVETOUR Special 3chord♪ 

Comical Pops! に参戦した感想です。できれば全曲について感想を書きたかったのですが、

文字数の関係上厳しそうだったので一部の曲とユニットを抜粋して書かせてもらいました。

最後まで拙い文章でしたが、読んでいただきありがとうございました。 
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デレ７th 名古屋 ライブレポート 

サガイ 

Funky Dancing！ は自分がアイマス関係で初めて現地で参加したライブのため様々な感

動があり、このレポートを書かせていただきました。1 日目のみ現地参加のためレポート

も 1 日目についてとなります。それではセトリ順に印象的だった曲を振り返ります。 

・さよならアンドロメダ→サニードロップ 

泣かされ度では Funky Dancing！ の MVP と言っても過言ではないでしょう。オリメン

の大和亜季役の村中さんこそ不在だったものの柱を生かした演出でそれをカバーしたとい

ったところでしょうか。ラスサビはゆっくりと回るセンターステージからそれぞれが別れ

る前の最後の挨拶として優しく語りかけてくるように感じ、自然と涙があふれていまし

た。そして暗転。そこに差し込む一筋の光。ここでサニードロップを持ってきた意味は

「大切な人と別れた苦しみの闇を照らす明かり」これにつきます。もちろん歌詞通りに取

れば唯ちゃんとの雨上がりデートの歌としてさよならアンドロメダとは分けて聞くべきな

のかもしれません。しかしイントロで黄色いスポットライトに照らされ登場した山下七海

さんは確かに失意の暗闇を照らす日光でした。つまり大槻唯は太陽。 

・バベル 

 まずダンサーの皆さんが地上の世界を作り上げ、満を持して志希と飛鳥の登場。（あえ

てこう書きます）そこからは二人による天上の世界の創造です。デレステの２D リッチの

映像の影響もあってから、僕はこの曲を「この世界に対する 2 人の反抗」と解釈していま

した。しかしこのライブの後は、「もはや天上の世界に到達した 2 人から我々への挑戦

状」に解釈を変えました。二宮飛鳥役の青木志貴さん、一ノ瀬志希役の藍原ことみさんの

歌唱力や表現力についてはもはやここでは触れませんが、一つだけ確信できたことがあり

ます。ライブとは観た人の解釈価値観まで変えてしまえるものだと。 

・Neo Beautiful Pain 

神谷奈緒担当である僕にとって、彼女の歌をここで聴くことは何よりの望みでした。た

だ恥ずかしいことにこの曲が流れたときイントロでは気づけず、連番者に教えてもらいよ

うやく気づいたのですが。この時点で Nothing but You と Nation Blue の 2 曲で高いパフ

ォーマンスを発揮してくれていたわけですが、ここではさらに勢いをつけて歌ってくれた

ように感じます。特にラスサビの「どこまでもつづいたーーー！」の熱唱においては神谷

奈緒役の松井恵理子さんの場を盛り上げる力を感じ、最後の「ありがとう」で僕のすべて

を奪っていきました。今振り返ればこのブロックはバベルから始まり、実力者同士のぶつ

け合いデュエット曲で固められたのですがそこで唯一ソロを任され、歌いきったことがど

れだけすごいことか。とにもかくにも僕は７th ナゴドで松井恵理子さんのファンになりま

した。 
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・EZ DO DANCE→Yes! Party Time!!→Stage Bye Stage 

スパイスパラダイスから無重力シャトルと盛り上がる曲をぶつけられ、さすがに少し疲

れてきたところに「３！２！１！Break Down!」の掛け声です。そして、どこかで見たこ

とのある派手なおじさん。最初は理解ができませんでした。しかしそんな僕をある意味無

視して曲は始まります。EZ DO DANCE は聞き覚えのある曲だったため一度把握するとあ

とは勝手に体が動いていましたね。そして曲が締められ、派手なおじさんの自己紹介で

す。「プロデューサーのみんなこんばんは！DJ KOO です！」なぜあなたがそこにいるの

でしょうか。そこについては説明もなく彼は観客を煽りテンションが理解できない域に達

したところでの「Yes! Party Time!!」とにかくただでさえデレマス屈指の高まり曲を日本

屈指のレジェンドが盛り上げてくれたおかげで最 KOO の時間となりました。 

 

以上、僕にとって非常に思い入れの深い Funky Dancing!のライブレポートでした 
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初現地のススメ 

カルメイヨ 

皆さんはライブというものに初めて行ったのはいつだろうか。私がライブに初めて行った

のは高校 1 年生の時に行ったミリオン 3rd ライブである。だがそのライブは現地に行った

わけではなく、映画館で生放送されるライブを見る LV といわれるものであった。そこから

2 年後、私はミリオン 5th ライブで初めてライブ現地に行くことができたのだが、初めてと

いうこともあり苦い思い出が少しある。今記事ではこの思い出を踏まえて、これから初めて

現地に行く人が何を持って行くと良いかなどを書いていく。 

その①：機動力 

まず遠征において大事なことは動きやすさだと私は考える。アイマスのライブでは現地に

ついてライブ見てハイ終わりというわけではない。名刺交換や物販に並んだり、普段は会え

ない SNS での知り合いに会いに行ったりとにかく動く。（というか色々動いている方が楽

しい）。こういう時にキャリーバックだとあらゆる場所で邪魔になる。いやロッカーに預け

れば良いのでは？と考える方もいるかもしれない。あなたが朝 1 で会場近くの駅のロッカ

ーに入れる事ができるならそれでもいいかもしれないが、それができない人はやめておい

た方が良い。すぐ満杯になる。それにもし大事なものをキャリーバックに入れっぱなしにし

てしまうとまた取りに行くという無駄な時間が生まれるため、あまりお勧めできない。大き

なリュック一つにまとめた方が動きやすさ、楽さ共に良いので、おススメさせてもらう。両

手が空くというだけで快適さは段違いだ。 

その②：袋の罠 

次に皆さんに気を付けていただきたいのは物販の袋である。アイマスのライブでは物販コ

ーナーでトートバッグっぽいとものが売られており、たくさん商品を買った人はそれを買

い、それに買ったもの入れて持ち帰るようになっているのだが、この袋実はとっての耐久度

がカスなのである。特に取っ手の部分が。自分は初めての現地の時調子に乗り沢山グッズを

買い、そのバックに入れて持ち運んでいたところ開演前に取っ手が片方ちぎれ、閉演後に完

全にちぎれてしまい宿までの移動中ずっと抱えて移動するという苦い思い出がある。本当

に邪魔だった。もし読んでいる方の中に物販で沢山買おうと考えている方がいるならば頑

丈な袋を一枚別に持っていくことをおススメする。というかサイリウムやタオルとかは事

前物販で売っているので、先にそっちで買って持ち運びやすくするのを強く推奨する。 

その③：体は資本 

会場での注意事項はもう小さいものしかないのでここからは現地以外の事について書い

ておく。これは個人的な考えではあるが、遠征中に風呂につかることを強くおススメする。

これを読んでいる人は若い人が多いので、安いネットカフェに泊まり、シャワーで済ませる

方も多いかもしれない。が、風呂にちゃんと使ってからライブに行ったときとシャワーで済

ませていった時の体の動きやすさ具合はもはや別人レベルである。そして立派な風呂があ
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る安いカプセルホテルと昼にやっている銭湯というものは意外と存在する。ちゃんとした

場所で寝るという健康生活こそが楽しいライブ鑑賞を支えると考えるので、軽く見られが

ちな宿ほどちゃんと考え、選ぶことを強くおススメする。 

さて、皆さんはこれを読んでどう感じただろうか。今回の記事をまとめると 

① 荷物は一つにまとめて動きやすく 

② 物販のバッグは信じすぎない＋事前物販で買えるものは買っておく 

③ 宿探しはしっかりして健康的な生活を 

の三つである。こんなことを書いている筆者も、いまだわからないことは多い。深夜バスで

の寝方はいまだわからない。（本当に知りたい）初めて現地に行く人が、この記事を読んで

いらぬ失敗をしないようにしてくれると筆者の私としては幸せである。 
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セトリ予想(AS 編) 

BooENON 

どうもご無沙汰しています、BooENON(TwitterID:@thankyouyukiho)です。はじめまし

ての方もいると思いますので簡単に自己紹介を。 

主に AS メインで活動している雪歩 P です、以後お見知りおきを。単独ライブ中止になっ

てしまいましたね．．．．．． うーん許さんぞコロナ。自分にとって初現地になるかもでした

のでとても辛い気持ちになりましたね．．．．．．しかし、その代わりにかはどうかわかりませ

んがミリシタのガシャでは新規のバニー雪歩が引けたので嬉しい気持ちもありといった現

状です。ゆきぴょん可愛い。まぁライブは来年以降に期待しましょう。 

さて本題に。ここでは中止になったライブのセトリを 1 日分だけですが組んでみました。

案の定、私欲が漏れてたりきれいに繋げてなかったりですがそこは多めに見てくださ

い．．．．．． (注意：歌唱アイドルの名前を記述 2 回目から敬省略させていただきます。あ

と、文字数の都合上曲紹介をしない曲もあります) 

 

１．READY!! and CHANGE!!(全員) 

２．LEADER!!(全員) 

ｍｃ 

３．START!!(天海春香) 

４．Brand New Day!(我那覇響) 

５．タイムマシンに飛び乗って！(双海亜美) 

６．サニー(双海真美、萩原雪歩、三浦あずさ、水瀬伊織、秋月律子) 

７．リゾラ(伊織) 

８．SMOKY FRUITS(伊織、あずさ、亜美) 

９．インセインゲーム(星井美希、響) 

ｍｃ 

１０．arcadia(如月千早) 

１１．Nostalgia(美希) 

１２．FLY TO EVERYWHERE(菊地真) 

１３．ID：[OL](音無小鳥) 

１４．マジで...⁉(全員+小鳥) 

ｍｃ 

１５．キラメキラリ(高槻やよい) 

１６．DETECTIVE HIGH！～恋探偵物語～(真美) 

１７．It’s Show(律子、真) 

１８．ラムネ色青春(春香、千早、やよい) 



17 

 

１９．MUSIC♪(全員) 

ｍｃ 

２０．LOVE オーダーメイド(律子) 

２１．コイ・ココロ(あずさ) 

２２．あの日のナミダ(雪歩) 

２３．Virgin Load(真、美希) 

２４．We Have A Dream(春香、千早、美希、やよい、雪歩、響) 

２５．New Me, Continued(全員) 

アンコール 

２６．私たちはずっと...でしょう?(全員+小鳥) 

ｍｃ 

２７．THE IDOLM@STER(全員+小鳥) 

 

といった感じでございます。 

1 曲目は両方聴きたいなぁと思い READY!! and CHANGE!!を選びました。初めて聴いた

とき、つなぎ方が最高で何度も再生しましたね。2 曲目には昨年のミリシタでのイベント楽

曲はやるだろうと考え LEADER!!にしました。3 曲目には「超」がつくほど定番ですが

START!!を選びました。4 曲目には Brand New Day!を。5 曲目はタイムマシンに飛び乗っ

て！にしました。この曲、まだ一度もライブでお披露目されていないんですよね．．．．．．コ

ールしたらめっちゃ楽しそうなんだよな。 

6 曲目にはサニーを選びました。ちょうどライブが行われる季節が夏だし、絶対絶対とび

っきり熱くなろうってことで。7 曲目にはリゾラ。リゾラも夏の曲ということで選びました。

8 曲目は SMOKY FRUITS。完全に私欲ですね。一度も歌われてないから聴きたいね。9 曲

目にはインセインゲームを。声が曲調にベストマッチしてるんですよね。10曲目には arcadia。

mc 明けテンションマックスですね。 

11 曲目にも更に盛り上がるために Nostalgia を選びました。12 曲目には FLY TO 

EVERYWHERE を。13 曲目にはゲストで来ると予想し ID：[OL]にしました。小鳥さん曲

でどれにしようかなと迷いましたが楽しい気分になれるこの曲に。14 曲目はマジで...⁉を。

小鳥さんにも歌ってもらいます。どんな感じの振り付けなのか気になりますね。mc 明け 15

曲目はキラメキラリにしました。 

16 曲目には DETECTIVE HIGH！～恋探偵物語～を。17 曲目は It’s Show を選びました。

真(と小鳥さん)はまだ一度もこの曲をライブで歌ってないんですよね。個人的に見たかった

ので律子さんとのデュエットにしました。18 曲目はラムネ色青春にしました。これも夏楽

曲ということで選びました。19 曲目には MUSIC♪を、20 曲目は LOVE オーダーメイドを

選びました。 

21 曲目にはコイ・ココロを。甘い歌詞にあずささんの声で悶えたいですね．．．．．．22 曲
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目はあの日のナミダを選びました。単純にこの曲が聴きたくて選びました、はい。23 曲目

の Virgin Load も私欲ですね。24 曲目には We Have A Dream を。これからも「私たちのこ

と見てて欲しい」という歌詞でセトリに入れました。25 曲目には新しい全体曲の New Me, 

Continued を選びました。アンコールに入り 26 曲目にはこれからも私たち(プロデューサ

ーを含む)は一緒ということで、私たちはずっと...でしょう?を。そして最後の 27 曲目に THE 

IDOLM@STER を入れました。 

 といった内容でした。いや、ほとんど私欲でした() 是非皆さんもセトリ組んでみてくだ

さい。最後まで読んでいただきありがとうございました！ 

 

  



19 

 

アイドルマスターミリオンライブ！セットリスト in 7th 富士急 

SeiRa 

 

＜DAY.1＞ 

 

1.Flyers!!! 

2.Welcome!! 

 

3. Hello コンチェルト 

4.フェスタ・イルミネーション 

5.SUPER SIZE LOVE!! 

6.ハッピー☆ラッキー☆ジェットマシーン 

7. MY STYLE! OUR STYLE!!!!  

8.トキメキの音符になって 

9.チョー↑元気 Show☆アイドル ch@ng! 

10.WE ARE ONE!! 

 

11.ハーモニクス 

12. piece of cake 

13.君想い Birthday 

14. AIKANE?  

15.アニマル☆ステイション！ 

16.Melody in scape 

17.餞の鳥 

18.絵本 

19.夕風のメロディー 

 

20.秘密のメモリーズ 

21.サマ☆トリ～Summer Trip～ 

22.Sister 

23.矛盾の月 

24.あのね、聞いてほしいことがあるんだ 

25.Super Duper 

26.Shooting Stars 

27.Flooding 
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28.流星群 

29. Eternal Harmony 

30.MUSIC JOURNEY 

31.さかしまの言葉 

32.君だけの欠片 

33.Precious Grain 

34.百花は月下に散りぬるを 

35.BORN ON DREAM! ～HANABI☆NIGHT～ 

36.咲くは浮世の君花火 

 

37.Dreaming! 

 

38.Glow Map 

39.Thank You! 

 

＜出演者＞ 

田所あずさ（最上静香役）/ 郁原ゆう（エミリースチュアート役）/ 平山笑美（北上麗花役） 

雨宮 天（北沢志保役）/ 田村奈央（木下ひなた役）/ 香里有佐（桜守歌織役） 

大関英里（佐竹美奈子役）/ 愛美（ジュリア役）/ 近藤 唯（篠宮可憐役） 

南 早紀（白石 紬役） / 渡部恵子（周防桃子役）/ 駒形友梨（高山紗代子役） 

小岩井ことり（天空橋朋花役）/ 諏訪彩花（徳川まつり役）/ 原嶋あかり（中谷 育役） 

小笠原早紀（野々原 茜役）/ 麻倉もも（箱崎星梨花役）/ 村川梨衣（松田亜利沙役） 

渡部優衣（横山奈緒役） 
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＜DAY2＞ 

 

1. Flyers!!! 

2. Welcome!! 

 

3.Growing Storm!  

4.アフタースクールパーリータイム 

5.ハッピ～ エフェクト! 

6.恋の音色ライン 

7.bitter sweet 

8....In The Name Of。...LOVE? 

9.IMPRESSION→LOCOMOTION! 

10. PRETTY DREAMER  

 

11.絶対的 Performer 

12.ココロ☆エクササイズ 

13.VIVID イマジネーション 

14.素敵なキセキ 

15.ホップ♪ステップ♪レインボウ♪ 

16.ファンタジスタ・カーニバル 

17.Get My Shinin’ 

18.ビギナーズ☆ストライク 

19.想い出はクリアスカイ 

 

20.Cherry Colored Love 

21.夜と、明かりと。 

22.囚われの Tea Time 

23. dans l‘obscurité 

24.WHY? 

25.朝焼けのクレッシェンド 

26.空想文学少女 

27.オリジナル声になって 

 

28.STANDING ALIVE 

29.成長 Chu→LOVER!! 

30.ジレるハートに火をつけて 
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31.Believe my change! 

32.Raise the FLAG 

33.ギブミーメタファー 

34.RED ZONE 

35.Beat the World!! 

36.Starry Melody 

 

37.Dreaming! 

 

38.Glow Map 

39.Thank You! 

 

＜メンバー＞ 

山崎はるか（春日未来役）/ Machico（伊吹 翼役）/ 稲川英里（大神 環役） 

上田麗奈（高坂海美役）/ 角元明日香（島原エレナ役）/ 種田梨沙（田中琴葉役）  

藤井ゆきよ（所 恵美役）/ 末柄里恵（豊川風花役）/ 斉藤佑圭（永吉 昴役） 

伊藤美来（七尾百合子役）/ 野村香菜子（二階堂千鶴役）/ 高橋未奈美（馬場このみ役） 

浜崎奈々（福田のり子役）/ 戸田めぐみ（舞浜 歩役）/ 阿部里果（真壁瑞希役） 

桐谷蝶々（宮尾美也役）/ 夏川椎菜（望月杏奈役）/ 山口立花子（百瀬莉緒役） 

木戸衣吹（矢吹可奈役）/ 中村温姫（ロコ役） 

 

＜説明＞ 

  SeiRa(@_my_silhouette_)といいます。担当アイドルは田中琴葉と高山紗代子です。 

  新型コロナウイルスの影響で中止になった、アイドルマスターミリオンライブ！7th 

LIVE  in 富士急コニファーフォレスト 2days＜2020 年 5 月 23 日(土)、24 日(日)＞のセ

ットリスト(幻想)を組んでみました。出演者は両日とも公式発表のものをそのまま流用し

ています。 

  セットリストを組むにあたって注意したことは、主に①野外公演であること②2days で

あること③楽曲の順序の 3 つになります。 

  何よりも①は最重要要素であり、楽曲選びも含めてどのような演出にしたいかを考え

てセットリストを組みました。盛り上がる楽曲をどこで出すか(WE ARE ONE!!、

PRETTY DREAMER など)、「水」に関連した演出をどこでみせるか(クレシェンドブル

ー)、火柱を立てたくなるような盛り上がりを見せる楽曲ほど夜に映えるのではないか(ジ

レるハートに火をつけて、RED ZONE)、などいろいろな要素を入れながら考えました。 

②については、アイドルマスターミリオンライブ！がこれまでに積み上げてきたもの

を 2 日間の周年公演に込めるということを意識しました。昨年のように各地域 2 公演ず
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つ行っていく形式ではなく、2 日間のみの公演になります。この 2 日間で何が表現できる

のか、これからを見据えた発表へとどうつないでいくのかという点も含めて自分なりに

はそれなりに納得できる出来になったと思います。 

③については、野外公演なので時間の経過とともに周囲の雰囲気や景観が移り変わっ

ていくことを意識しました。その様を演出の一環として取り入れることで映える曲とい

うのも多くあるのではないかと考えます。個人的には夕暮れの時間帯に想い出はクリア

スカイがめっちゃききたいです。 

  説明は以上になります。詳しくはまたブログとかで書くかもです。 
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シンデレラガールズ NEXTLIVE SS5A(仮)セトリ予想 

ちゃありぃ 

シンデレラガールズ SS5ALive(仮称) 

出演者一覧(五十音順) 

Cu:一ノ瀬志希/乙倉悠貴/黒崎ちとせ/小日向美穂/白雪千夜/島村卯月/早坂美玲/棟方愛海/

遊佐こずえ 

Co:佐城雪美/渋谷凛/鷹富士茄子/二宮飛鳥/久川颯/藤原肇/北条加蓮/三船美優/結城晴 

Pa:大槻唯/喜多日菜子/喜多見柚/小関麗奈/ナターリア/南条光/久川凪/本田未央/的場梨沙

/夢見りあむ/依田芳乃 

 

ゲスト出演 

辻野あかり/桐生つかさ/砂塚あきら 

以上の 29 人+３人 

 

Day1 Day2 

とどけ！アイドル（全員） 

MC 

ヒーローヴァーサスレイナンジョー（小関麗奈 南条光） 

OVER THE SKY 

（一ノ瀬志希 乙倉悠貴 小日向美穂 

 大槻唯 本田未央 喜多見柚） 

Butter-Fly 

（乙倉悠貴） 

オヤマトペ♪（棟方愛海） 
 

O-Ku-Ri-Mo-No Sunday! 

（久川颯 久川凪） 

太陽の絵の具箱（遊佐こずえ 佐城雪美 依田芳乃） 

ススメ☆オトメ ～jewel parade～ 

（島村卯月 白雪千夜 棟方愛海 鷹富士茄子  

二宮飛鳥 藤原肇 喜多日菜子 ナターリア） 

MC 

銀のイルカと熱い風 

（小日向美穂 早坂美玲 遊佐こずえ 渋谷凛  

佐城雪美 大槻唯 南条光 的場梨沙 依田芳乃） 

OTAHENアンセム（夢見りあむ） 

ダイアモンド・アテンション 

（北条加蓮 三船美優 結城晴 喜多見柚 小関麗奈 ナターリア 本田未央） 
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みなさんどうも、ちゃありぃです。 

今年の会報誌のセトリ記事のテーマが「新型コロナ感染症で幻と化したライブのセトリ

を考えてみる」ということだったので、本来であれば 9 月に開催されるはずであったシン

デレラガールズ NEXT LIVE(仮称)のセトリを組むことにしました。 

 

じゃあさっそく組むぞ！と思ったはいいもののどこから手を付けるべきなのやら... 

というのも、ライブタイトルが発表されていないので周年ライブなのかそれ以外なのかど

世界滅亡 or KISS（喜多日菜子） 

Sing the Prologue♪（乙倉悠貴 島村卯月 遊佐こずえ 久川凪 依田芳乃 南条光） 

Take me☆Take you 

（黒崎ちとせ 小日向美穂 早坂美玲 佐城雪美  

久川颯 喜多見柚 ナターリア 夢見りあむ） 

MC 

輝け！ビートシューター（結城晴 的場梨沙） 

咲いて Jewel（渋谷凛 鷹富士茄子 結城晴 久川颯 三船美優） 

Fascinate（黒崎ちとせ 白雪千夜） スカイクラッドの観測者（二宮飛鳥） 

Claw My Heart（早坂美玲） 

未完成の歴史（二宮飛鳥 藤原肇 北条加蓮） 

オウムアムアに幸運を（一ノ瀬志希 黒崎ちとせ 的場梨沙） 

MC 

Connecting Happy!!（久川颯 久川凪） 時を刻む唄（黒崎ちとせ 白雪千夜） 

モザイクカケラ（三船美優） 
 

あらかねの器（藤原肇） 

Revive 

（島村卯月 渋谷凛 本田未央） 

Great Journey 

（島村卯月 渋谷凛 本田未央） 

Brand new!（ゲスト：辻野あかり 桐生つかさ 砂塚あきら） 

Go Just Go!（一ノ瀬志希 棟方愛海 鷹富士茄子 北条加蓮 大槻唯 夢見りあむ） 

MC 

always（ゲスト含む全員） 

アンコール 

BEYOND THE STARLIGHT（ゲスト含む全員） 

MC 

お願い！シンデレラ（ゲスト含む全員） 
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うかも分からなければ、当然出演者も発表されていないので 90 人以上いる出演候補の中か

ら 20～30 人を選ばなくてはいけないわけです。 

そういうことなのでまずは NEXT LIVE(仮称)のライブタイトルから決めることにしまし

た。周年ライブの発表の際には‟○th LIVE”と記載されるはずなので、９月のライブはシ

ンデレラガールズの８周年ではなくデレステ 5 周年のライブだろうと仮定し、SS5A のセト

リにしました。 

次に出演者選定ですがこれがとても大変でした。 

① まず 24magic(24 時間生放送)の出演者をリスト化します。 

② 次に出演者以外にも SNS などで反応していた人を調べます。 

③ それ以外に、発売したばかりの新曲やライブ未披露の曲がある声優をリストアップし

ます。 

④ リストアップした声優の９月５日と６日、およびその前後でのイベント出演や舞台の

予定の有無を調べます。 

これでようやく 40~50 人ほどに絞り込めました。ここまで来ればあとは曲のリストアップ

や属性バランスを考えながら適当に 30 人前後に絞りこめば完成です。 

 

ここからようやく曲紹介です。デレステ５周年はコラボイヤーとのことなので SS5A(仮

称)ではカバー曲をライブの核にセトリを構成しました。また、現時点でまだライブで披露

されていないソロ曲とスターライトマスターシリーズのユニット曲もメインになっていま

す。 

まず OP の全員曲ですが、デレステがテーマとなっているライブで必ず OP で披露され

ているデレステのテーマソング「とどけ！アイドル」を選んでいます。 

OP 明けは「ヒーローヴァーサスレイナンジョー」です。ニチアサ(特撮)なんだから(土)

日の朝、つまりライブの頭でしょ！というだけの理由です。「Butter-Fly」が２日目のセトリ

で続いているのもデジモンが日曜朝のアニメだったからです。１日目は「Butter-Fly」の代

わりにグラブルから「OVER THE SKY」を選んでいます。 

その後「オヤマトペ♪」「太陽の絵の具箱」と続きます。どちらもライブでまだ披露さ 

ていない曲ですね。２日目はこの２曲の間に「O-Ku-Ri-Mo-No Sunday!」を入れていま

す。これはこの後のセトリで出てくる Velvet Rose と対応させた選曲になっています。 

１ブロック最後の曲は「ススメ☆オトメ」です。なんと周年ライブでフルを披露したの

は５年前の３rd ライブが最後らしいです。次に聴けるのはいつになるんでしょうね。 

 

MC を挟んで２ブロック最初の曲は「銀のイルカと熱い風」です。単純に盛り上がると

いうのと、オリジナルメンバーの大槻唯がまだライブで歌ったことがないという２点で選

んでいます。そして銀イルカでヒートアップしたところに「OTAHENアンセム」投入で

す。会場の盛り上がり、コールの熱気という点においてこのライブの山場となる場所で
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す。現実のライブで披露される時が楽しみですね！ 

りあむが会場を爆発させた後には「ダイアモンド・アテンション」「世界滅亡 or KISS」

「Sing the Prologue♪」と、しんげきえくすての曲が続きます。しんげきえくすて ED の

２曲は今回選んだ出演者にオリジナルメンバーが２人ずつしかいないためメンバーを増や

しています。 

そして２ブロック最後の曲は「Take me☆Take you」です。実は「銀のイルカと熱い

風」や「always」、「BEYOND THE STARLIGHT」などともに SS3A を意識した選曲にな

っています。 

 

３ブロック最初の曲は「輝け！ビートシューター」(通称:ビートシュ歌 ←広まれ)です。

この曲をここに持ってきたのは、 

ライブ折り返しでだいたい 1 時間半～2 時間経過している(雑な計算)。 

→ということは 16 時ライブ開演と仮定してこの曲が披露されているであろう時間はお

よそ 18 時前後。 

→つまり土日の夕方アニメが放送されている時間帯！ 

という理由です。終わり。 

ビートシュ歌の次は「咲いて Jewel」です。晴が連続ですが、小市眞琴さんの体力なら大

丈夫だろうという信頼とどうしても綺麗にセトリを組むとこうせざるを得なかったという

理由です。 

そして続くのは１日目は「Fascinate」、２日目は「スカイクラッドの観測者」です。Fascinate

はおくりものと対応した選定です。スカイクラッドはシュタゲコラボから曲を選びました。 

後半にはソロ未披露の「Claw My Heart」、オリジナルメンバーでの「未完成の歴史」、梨沙

と志希がライブ初歌唱となる「オウムアムアに幸運を」が続きクールテイスト 3 ブロック

が終了です。 

 

最終４ブロックは１日目の「Connecting Happy!!」、２日目の「時を刻む唄」から始まり

ます。前者はプリコネコラボから miroir が、後者は Key コラボから Velvet Rose がカバー

した曲になります。１日目と２日目で披露されたお互いのユニット曲と対応してカバー曲

を割り当てているところがポイントですね。１日目はその後ギアスコラボでカバーされた

「モザイクカケラ」が続きます。好きです。 

「あらかねの器」が満を持してこのライブのソロ曲トリを飾り、カバー最後の曲は１日目

「Revive」、２日目「Great Journey」です。前者がギアスコラボでカバー、後者はプリコネ

でニュージェネが歌ったコラボのテーマソングですね。 

ブロック最後の２曲は「Brand new!」「Go Just Go!」と続く新曲ゾーンです。厳密には GJG

はデレステ周年当日の３日に発表されているのですがそれはさておき。この時点(本来ライ

ブが開催されていたと仮定した９月５日６日時点)ではまだ辻野あかりと桐生つかさの担当
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声優が発表されていなかったということもあり、ゲストのボイスアイドルオーディション

組をライブ出演者に組み込むか迷いましたが最終的には出演させることにしました。つま

りこのライブが担当声優の発表の場になるということですね。(３人がゲスト出演するとい

う情報は出演者情報として事前に発表されている想定ですが、)実現したら面白かったでし

ょうね。 

 

アンコール前最後の曲は「always」です。この曲は個人的にはあんまりぽんぽんと披露し

てほしくはないのですが、デレステ５周年という一区切りと前述した SS3A 意識という点か

ら選びました。あとアンコールの声に交じって啜り泣く声が聞こえていたら面白いですよ

ね(悪い顔) 

アンコール明けの曲は「BEYOND THE STARLIGHT」です。この曲も前述の通り SS3A

を意識しているのですが、もうひとつ。デレステ１周年に合わせて行われた４th ライブの

神戸公演も意識した選曲になっています。上手いですね～(自画自賛)。ラストは「お願い！

シンデレラ」で締めてフィニッシュです。 

 

 

いかがでしたか？ 

こういうライブが見たい！という個人的な願望より、カバー曲をメインにしたライブだっ

たら、というリアルなセトリを組んでみたつもりです。シンデレラは出演者が未発表だった

ので、声優の事情などを考慮して出演者を決めるところから始めなければいけなかったの

で大変でしたがセトリを組むこと自体は好きなので楽しかったですね。一日も早くライブ

が元通り開催できる日が来ることを祈っています。それでは。 
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もしもあのライブがあったら～SideM5th ライブ 2 日目編～ 

カルメイヨ 

2020 年、世界は新型コロナウイルスによって様々なイベントが中止されてしまう事態に陥

ってしまった。人が集まるイベントは「密」とされあらゆることが制限されたのである。

それによってライブも中止され、アイドルマスターにおいても中止されたライブが生まれ

てしまった。今記事においては中止されたライブの一つである SideM5th ライブに焦点を

当て、有識者と共に開催されていたらどのようなライブだったかを妄想…予想していく。 

 

☆有識者紹介 

T 氏：担当ユニは W、彩、F-LAGS。インタビューに遅刻した筆者を許してくれた聖人。 

U 氏：担当ユニは S.E.M。顔が良い男性声優の写真を見せると興奮する習性がある。 

 

－まず、どの曲をやるかを考えていこうと思うのですが 

U 氏：正直なところ、5th アニバ曲を中心に考えるとソロ曲が入る隙間はないんじゃない

かと 

T 氏：ソロ曲フル尺が未発表なキャラは少ないしそのうちの一人が今回は出演しないから

私もないんじゃないかなーと思いました。 

U 氏：5th ライブはアニバーサリー曲を中心に、まだやっていないワールドトレジャー楽

曲が披露されるライブになるんじゃないかな。 

－なるほど。一曲目はどの曲を披露すると思いますか？ 

T 氏：PRIDE STAR を一曲目じゃなくて最後にやってほしさがある 

U 氏：わかる。あの系統の曲をちゃんと最後に持ってきてほしい。最後の曲が「DRIVE A 

LIVE」だとしてその曲の一つ前のポジションがベストポジションかなと。 

T 氏：そうなると代わりの曲を何にするかだよね。「Reason!!」とか?私は久々に

「BEYOND THE DREAM」聞きたい派。 

U 氏：まぁ「MEET THE WORLD」は 4th のための曲っぽいので今回はないとして僕は

Reason!!」ちゃうかなぁと。 

－まぁそこは意見分かれてもらっても大丈夫なので。1 ブロックは何曲くらいになると思

いますかね 

U 氏：アニバ曲を主体と考えると 2 ユニット新曲披露＋ワートレ未披露とかで 4 曲くらい

になるかな。 

T 氏：アニバ→ワートリ→アニバ→ワートリみたいな感じになると思う。 

U 氏：ワートレ曲に関しては揃ってなくてもやるんじゃないかなと。一曲目はカフェパレ

とかですかね。 

T 氏：わかる。今回 Legenders とか Jupiter の新曲がしっとりした曲調だから最初のブロ
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ックとかでは来ないと思う。 

 

このように順調にセトリを組み始めた有識者二人。出演者などで披露可能な曲をセトリに

組み込んでいたが、終盤思いもしない問題に直面することになる。 

 

T 氏：これで今何曲？ 

－今（最終ブロック直前で）13 曲です。 

T 氏：ちょっと少なくない？ユニット曲もう一曲やるとか？ 

U 氏：それだと七曲増えて逆に多すぎる状態になるかもですね。Mmini 楽曲も恐らくやら

ないでしょうし… 

－そういえばサイバネティックウォーズのメンバーも結構揃ってますけどどうですか 

U 氏：流石にやらんかも…あ、ベスゲ（BESTGAME2）か 

T 氏：五分の三かぁ…ワンチャン呼び出しあるのでは？ 

U 氏：何が怖いって BESTGAME1 の出演者はカフェパレと S.E.M なんですよね。つまり

もしかしたら去年のプロミのような朗読劇があるのでは？いやありえますよこれ。 

T 氏：朗読劇があるなら曲少ない問題は解決されるかも。 

－朗読劇があるとして場所はどこら辺になるとお考えですか 

U 氏：出演者の出演タイミングを考えると 3 ブロック目の最初とかじゃないですかね 

T 氏：来年のプロミとかではビーストクロニクルを披露したいだろうしね。 

U 氏：披露するならベストなタイミングかもしれませんね。それにしても、自分が考えた

とはいえこのセトリ強すぎて怖くなるな… 

 

こうして最後の問題も解決され無事セトリを組み終えた二人、最後に感想を聞いてみた。 

U 氏：このライブに行きてぇ。演者の負担と自分の欲を秤にかけて考えてた。 

T 氏：セトリを組むのが思ったより楽しかったです！ 

 

まとめ 

筆者はあまり SideM に詳しいというわけではないが、今回セトリを考えている最中にこの 

曲はここだのこの曲はトロッコに乗るんだなどを友人（有識者）と話すことは、大変楽し 

かったので是非読者の皆さんもやってみてはいかがだろうか。自分が好きな曲だけのなん 

でもありのライブ、考えると結構楽しいですよ？ 
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～sideM5th 予想セトリ～ 

1 Reason!! OP 

2  Present For You!!!!! ~A day in the café~   

3 眠らぬ夜にスパシーバ！ 

第 1 ブロック 

4 mermaid fermata 

5 Hallo, Freunde!   

6 スリーブレス   

7 Welcome to Japan！ 

第 2 ブロック 

8 祝彩！ 

9 もくろみインディア Night   

10 朗読劇（BEST GAME）   

11 ALL nOR NOTHING   

12 Eternal Fantasia 第 3 ブロック 

13 √EVOLUTION   

14 Singing Explorers（トロッコ）   

15 Secret！Playful！Drive！（トロッコ）   

16 Make New Legend   
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17 流星 PARADE 最終ブロック 

18 Bet your intitution!   

19 運命光年   

20 BEYOND THE DREAM アンコール前 

21 PRIDE STAR 

アンコール 

22 DRIVE A LIVE 
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シャイニーカラーズ２nd ライブ セトリ予想 

サガイ 

 さっそくセトリを出しましょう。 

・Ambitious Eve（ノクチルを除いたシャイニーカラーズ） 

・SWEET♡STEP（ノクチルを除いたシャイニーカラーズ） 

・ビーチブレイバー（放課後クライマックスガールズ） 

・Hide & Attack（ストレイトライト） 

MC 

・NEO THEORY FANTASY（アンティーカ） 

・ラビリンス・レジスタンス（アンティーカ） 

・よりみちサンセット（放課後クライマックスガールズ） 

・太陽キッス（放課後クライマックスガールズ） 

・Love Addition（アルストロメリア） 

・Bloomy! （アルストロメリア） 

MC 

・Wandering Dream Chaser（ストレイトライト） 

・Destined Rival（ストレイトライト） 

・We can go now! （イルミネーションスターズ） 

・トライアングル（イルミネーションスターズ） 

・いつだって僕らは（ノクチル） 

・シャイノグラフィ（シャイニーカラーズ全員） 

アンコール 

・なんどでも笑おう（シャイニーカラーズ全員） 

・Spread the Wings!! （シャイニーカラーズ全員） 

 

以上が自分の理想を詰め込んだセトリになります。実はシャニマスのライブには行ったこ

とがないので（本当ならスプパのＬＶには参加していたはず…567 プロを弾劾せよ）かな

り滅茶苦茶なセトリになっております。ではセトリの見どころを。 

 

・SWEET♡STEP 

お決まりの Ambitious Eve のあとはさっそく初披露の全体曲。この曲のふわふわした感

じが本当に好きです。 

・ビーチブレイバー 

僕が放クラの、シャニマスの曲の中で一番好きな曲です。だからここに配置しました。贔

屓です。ここからも贔屓します。ご来場いただいたお客様には最初からぶちあがってもら
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いましょう！コロナで楽しみが減った夏を放クラの皆と奪還するのです。 

ここからは一気に行きます。Hide & Attack はストレイライトらしいかっこよさを持っ

ていますよね。ストレイライトの曲調ってある種のアイマスらしさある挑発的な匂いがし

ていいですよね。ここまでの 2 回のライブでは最後の方で歌っていたストレイライトが今

回は先頭ブロックのラストで堂々の熱唱ですよ。これには泣きましたね。（幻視） 

ＭＣを挟んでアンティーカで 2 曲。ラビリンス・レジスタンスの最初のラジオ？を通し

て語りかけるかのような部分、どうやって披露するのでしょうか。再び放クラよりみちサ

ンセットと太陽キッス。よりみちサンセットは樹里ちゃんのラップを聞きたい。それだけ

です。そして太陽キッス。この曲で紅いタオルを振り回したい。 

さて、いつだって僕らはです。これは絶対いる。ライブでのノクチルの初披露がやっと

叶います。この曲はとりあえずサビのとおまどの歌い分けが素晴らしいのです。シャイノ

グラフィはそのあとに持ってきました。ノクチルが初参加した全体曲、ここで披露して一

度締めましょう。 

そしてアンコールになんどでも笑おう→Spread the Wings!! の 2 曲を置きました。ご存

知のようにこの歌はアイマス１５周年曲なわけで、今年歌わなければならない歌ですよ。

しかし昨今の 567 プロの猛威により歌う機会がなくなってしまいました。ならせめてここ

で歌っていただくしかないでしょう！そして Spread the Wings!!で締めます。これを聴か

ないと帰れませんからね。 

さて、ここまで千字以上にわたり理想のセトリを書き連ねましたが、シャニマスは現時

点で、単独イベントとして THE IDOLM@STER SHINY COLORS MUSIC DAWN のオン

ライン開催が確定しており、他マスが本格的なイベントを行えない中アイマスイベント大

復活の先陣を切ってくれる存在となったわけです。（このレポートが公開される頃には大

成功に終わっていることでしょう）僕としては MUSIC DAWN がこのセトリをはるかに超

える素晴らしいイベントになることを期待して筆をおきます。お付き合いいただきありが

とうございました！ 
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アイドルにやってほしいカバー(シャイニーカラーズ) 

桑津 

 

初めまして、桑津です。なんと一度たりとも上回生の方々とお会いしたことがなく、誰お

ま状態で恐縮ではありますが、僕からはシャニマスの「アイドルにやってほしいカバー」を

お送りします。2020 年 9 月現在シャニマスにはカバー曲がないので、こんなカバーやって

くれんかなあ…という個人的願望です。選曲はこれまでのアイマスのカバーを若干参考に

したものの、だいたい願望と趣味です。「あーなるほど」とか「それはないやろー」みたい

な感じで軽く読んでもらえると幸いです。 

 

1,シャイニーカラーズ 

・プラチナ(坂本真綾) 

一番の歌詞を聴いているときはしっくりこなかったものの、2 番の「祈るように 星の

ように 小さな光だけどいつかは」辺りがすごくイルミネにしっくりきます。 

・閃光少女(東京事変) 

 趣味枠その一。今この瞬間を輝いていたい、というスタンスはイルミネとは若干違う気

もしますがやってほしいカバーなので。 

 

2,アンティーカ 

・dans l’obscurité(Chrono-Lexica) 

ミリオンの楽曲。これも違うあれも違うと迷いながらライブラリを漁っていたところ、こ

れにたどり着きました。アンティーカにぴったりです。 

(他に思いつかない…) 

 

3.放課後クライマックスガールズ 

・空色デイズ(中川翔子) 

 天元突破グレンラガンの OP。放クラの思い出アピール演出を見てたら思いつきました。

放クラにはこういうアニソンらしいアニソンがよく合うと思います。 

・イカロス(Greeeen) 

 イントロがゆっくり始まったあと一気に突き抜ける爽快感は「太陽キッス」と共通してま

す。歌詞は大空に羽ばたいていくような感じなので全体のカバーでも良さそう(シャニなら

できなくもないかなと思ったり)。冒頭は是非果穂に歌ってほしいなー。 

 

4 アルストロメリア 

・幸福論(椎名林檎) 
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 過去に同じく椎名林檎作詞作曲のカプチーノを伊織がカバーしていましたが、ピュアな

歌詞がなかなか刺さるものがあります。アルストロメリアは誰がどのパートを歌うかでず

いぶん歌詞の印象も変わりそうですね。 

・ベイビィ・ポータブル・ロック(ピチカート・ファイヴ) 

アルストロメリアはちょっと昔めの曲でも合うような気がします。アイマスのカバー一

覧を見ると結構渋谷系が多い(世代なんやろなとか思いつつ)ので今回の選曲で一番ありえ

そうではあります。 

 

5,ストレイライト 

・No buts! (川田まみ) 

「ストレイのどこか懐かしい感じ…そうや! ラノベアニソンや! 」…といろいろ聞いてこ

れが残りました。結構バックコーラスが多めでユニット向きなのと、何よりサビの「迷え! 

その手を引く者などいない」がストレイにピッタリです。 

・Born to be(ナノ) 

こちらもラノベアニメから。ストレイは英語歌詞もすごく合うと思います。振り返らず未

来に突き進むみたいなスタンスがストレイっぽいです 

 

6,ノクチル 

・憂、燦々(クリープハイプ) 

 クリープハイプの楽曲。ノクチルも結構悩みました。これまでのアイマスカバーの選曲的

にはあんまりなさそうですが僕が聞きたいので選びました(暴論)。ノクチル、とくに透はど

こかに連れてってくれそうなのでなかなか合っている気がします。 

・天体観測(BUMP OF CHICKEN) 

 ノクチルといえば「海」、「夏」そして「夜」じゃないでしょうか。他のユニットとはまた

違う幼馴染ながらの青春感がバンプとよく合いそうな気がします。 

 

 以上、シャニマスの各ユニットのカバー曲を考えてみました。アンティーカのみ他に思い

つかなかったので一曲のみになってしまいましたが、他のユニットはなかなか候補を絞る

のに苦労しました。なんとも自己満足的な内容でしたが、最後までお読みいただきありがと

うございました。 
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アイドルにやってほしい〇〇 

BooENON 

どうもご無沙汰しています、BooENON(TwitterID:@thankyouyukiho)です。今回の会報

誌ではセトリ予想とこちらの記事を書かせていただきました。自己紹介の方はもうひとつ

の記事に書いているのでそちらを読んでください。 

この記事は私欲まみれ+うまくまとまっていない文章ですので読みにくいとは思います

が最後まで読んでいただけると嬉しいです。 

さて、少し肌寒くなりどんどん秋に近づいていますね。皆さんはラジオを聴いたりしてま

すか？自分はラジオが大好きです。テスト前の徹夜のお供も良いですが、やることが無くて

暇を持て余しているときに、リクエスト曲とパーソナリティの話を聴いて時間を潰してい

ます。そんなラジオ番組の途中に絶対に入るものがあります。そう、CM です。ここでは自

分の好きなアイドルがこんなラジオ CM してたら良いなぁという妄想を書かせていただき

ます。 

まずはお茶の CM ですね。担当アイドルの雪歩の特技が日本茶をいれること(ミリシタの

プロフィールより)なのでぜひやって欲しい。『音量を抑えた和風の BGM をバックに担当ア

イドルが急須でお茶をいれ「すぐにお茶菓子持ってきます～」と嬉しそうに急ぎ足でぱたぱ

たと..そこに商品のナレーション。そのあとに「あなたとのお茶の時間はとても楽しいです」

と少し恥ずかし気な声が。』聴きたい..‼  

飲み物系だと炭酸飲料の CM も多いですよね(ラジオ CM ではあまり聴かないかもです

が)。種類が豊富な炭酸の CM なら是非アイドルマスターシャイニーフェスタのファンキー

ノート組でして欲しいですね。メンバーは高槻やよい、我那覇響、水瀬伊織、双海亜美、真

美の 5 人です。『5 人が遊んでて少し疲れたから休憩。5 人が自販機でその炭酸飲料を買う。

取り出し口から取り出して一斉に「プシュッ」っと開け、炭酸のシュワシュワ音とともに商

品名のナレーション。そのあとに水分補給をして元気になった 5 人がまた遊びに戻る音が..』 

この CM は夏ですかねー。仲良し感がものすごく良い。 

秋が終われば冬ですね。冬には鍋だしの CM とかどうでしょう。そうですね、CM メン

バーは秋月律子、三浦あずさの２人ですかねー。『雪の降る寒い日、仕事終わりに鍋を囲ん

で女子会をすることにした２人。ちょうど仕事が終わるタイミングが同じだったのでその

まま２人でスーパーに。色とりどりの野菜と少し高い肉を買い物かごに入れ何か足りない

わね..そうだ、お鍋のだしだとなってそこに商品のナレーション。ナレーションが終わると

鍋をつつきながら楽しそうなおしゃべりの声が聴こえる..』周りより少し年上のお姉さん２

人なのが良いですよね。 

旅行関係の CM もアイドルにやって欲しいですね。旅行会社の宿の券とそこに行くため

の公共交通機関の往復券がセットになって割引になる春や夏などの一般的に長期休暇とさ

れている時期の CM をぜひともやって欲しい。この CM は AS 全員ですかね。『各アイドル



38 

 

1 人ずつにそれぞれ訪れたい場所を 10 秒で PR するという少し無茶な挑戦をしてもらって、

焦っているアイドルの声に被せて旅行会社のキャンペーンのナレーションが流れる。ナレ

ーションが終わってからアイドル全員の声で「旅に行こう‼」と呼びかけ..』旅行会社の売

り上げ伸びそう。焦ってるアイドルたちの声がラジオから聴こえるのもなかなかに新鮮で

良いんじゃないでしょうか。しかも AS アイドル 13 人のパターンがあってランダムで流れ

る仕組みなら更にラジオを聴くことが楽しみになって良いかなー。 

と少し駆け足でしたが字数がヤバいので終わります()。皆さんもやってほしい CM 考え

てみてください。最後まで読んでいただきありがとうございました！ 
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アイドルにやってほしい CM 

Hama 

アイドルにやってほしい○○、CM 編です。 

 

1．制汗剤（新田美波） 

 「瞬間、汗キュン」のやつです。ハマり役でしょう。キュンとするシーンを若手俳優とす

るなんてお父さん許しませんよ。サッカー部のマネージャー役で W の 2 人と共演したりし

てもおもしろいかもですね(安直)。 

2．宝くじ（鷹富士茄子） 

御利益ゴリゴリありそう。アイドルになってない世界線の茄子さんはある程度まで子育

てが終わったら宝くじのパートやっててほしい。 

3．チョコレート（バレンタイン反省会(三船美優・服部瞳子・和久井留美)） 

 ちょっとビターなチョコかお酒入りのチョコの CM やってほしいね。重いアイドルは嫌

いじゃないです。 

4．香水（LiPPS） 

 各々がプロデュースした香水をつくって CM やってほしい。バカ売れしそう。コレに限

らずいろんなアイドルが香水だったり化粧品だったりをプロデュースしてたらいいよね。

美嘉とかそのうち自分のブランドもちそう。偏見です。 

5．炭酸飲料（所恵美） 

 想定としては三ツ○サイダーです。コレ書きながらサイダー飲んでたので思いつきまし

た。恵美単体で挙げましたが TSV の 3 人や海美と 2 人で学園ドラマ風の CM やるのもよき

ですね。 

6．お酒（成人済アイドル） 

 シンデレラは人数の多さからか飲酒の様子が他のブランドより多い気がします。After20

も連載中ですしね。というわけでお酒の CM なんていかがでしょう。いくつか例を挙げて

みましょう。早苗さんなんかは「ビール」って感じもしますが米どころ新潟の出身なので日

本酒もいいですよね。このみさんや千雪さんの出身である山口にも「獺祭」をはじめとした

日本酒が多くあります。輝の出身地である福島や、麗花さんやしゅがはなどの出身地である

長野も美味しい日本酒がたくさんありますね。一方で、山梨はワインの製造量が日本一なの

で、日本のワインの PR に志乃さんを起用してみるのもいいですよね。意外と歴史のあるジ

ャパニーズウイスキーなんかもありますし。 

 ……酒のこと、書きすぎ？ 

7．JR（たくさんのアイドル） 

 今リアルで行なわれているアニメイトコラボみたいに各都道府県出身のアイドルが出た

ら面白いかな～と。同じような毛色だと都道府県や市町村の観光大使の任についていても
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おかしくないのでご当地 PR の CM なんかあってもいいですね。 

と、いうことで後半は無理矢理感あるし全体通して中身スッカスカだけどこんな感じで

勘弁してください。デレ以外に浅すぎるので下手に触るのもアレだったんで。気づいたら担

当モリモリだったのは素直に謝罪です。やっぱり担当のほうが思いつくよね。しょうがない

ね。 

字数稼ぎもこのへんで。ブログの更新頻度あげたいです。ではでは。 
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アイドルにやってほしい○○(CM 編) 

 

宇治金時 

 

はじめに 

 こんにちは、宇治金時です。今回は「アイドルにやってほしい○○」について記事を書

きました。担当以外も含んでいるのでどうか温かい目で見ていただけると幸いです。 

 

 

High×Joker × SNICKERS 

 

 インパクト抜群の CM ですね。学生のちょっと馬鹿なノリが前面に出てる CM で、それ

がハイジョに合うなと思いました。あのノリが無ければ乙女ストーム！でもいいなとは思

いました。この CM では空腹のせいで変わってしまう人が出てきます。ハイジョだったら

四季か春名がその役になると思います。変わった後の人はインパクトが強いほどいいので

ヘレン一択ですね。 

 

 

北上麗花 × 天然水 

 

 天然水には色々CM がありますが、その中でも南アルプス天然水の山登って水を飲むや

つです。普段のふわふわした感じとは違ったガチ登山のシーンから始まって、山を登り切

って普段とは違う感じが得た上で、頂上で水をペットボトルから飲んで普段の笑顔を見せ

て CM を締めるイメージがありありと浮かびますね。そんなぐんぐんと山登っていく姿と

笑顔を日々テレビでの CM から見ることができたら幸福感あふれると思いますね。 

 

 

百瀬莉緒 × ビール 

 

 これも色々な CM があるんですが、2013 年頃に放送されていた檀れいさんが「冷えて

るよー」っていうやつを想定しています。家に帰ったら莉緒がいて「ビール冷えてるわよ

ー」って言われたい人生ですね。上記の CM には複数パターンが存在しているのですが、

その中に白いワンピースを着ているものがあります。莉緒にあの服着てほしい～～～～～

～。 
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真壁瑞希 × チョコレート 

 

 これはどの CM という明確なものがあるわけではなく、バレンタインの CM をやってほ

しいです。エプロンつけて渡す人のことを思い浮かべながらチョコを作る、といった１０

年くらい内容が変わっていないような CM がバレンタインの時期よく流れますね。真壁に

エプロンがよく似合うことはミリシタの一枚目の限定 SSR で証明されています。BGM で

POKER POKER が流れていれば最高です。 

 

二階堂千鶴 × 味の素 

 

 小栗旬さんが味の素を使ってスープを作る３０秒ほどの CM が 2018 年に放映されてい

ました。今回はそのイメージです。個人的感想ですが、ミリオンライブの中でご飯を作る

姿が似合うのは美奈子でも家庭料理となると千鶴さんのイメージです。この CM で千鶴さ

んには普段のセレブあふれる雰囲気とは逆の、家庭的な面を出してもらいたいですよね。 

 

 

信玄誠司、黒野玄武 × サントリー プロテインウォーター 

 

 あまり有名な商品ではありませんが、2009 年に放映された CM が有名です。細マッチョ

軍団とゴリマッチョ軍団が独特の歌にのせながら行進する CM で一度見たら忘れない中毒

性です。そんな CM を個人的には SideM 屈指の筋肉を誇ると思っている２人にやってほし

いなと思いました。インパクト抜群です。 

 

 

馬場このみ × 缶コーヒー 

 

 上司からコーヒーを渡されてねぎらわれるみたいな CM が世の中にはごまんとあります。

そんな大人の余裕を感じる CM をこのみさんにやってほしいですね。このみさんにはコー

ヒーに限らず、栄養剤であるとか頑張っている大人を応援する CM に出てほしいですね。 

 

おわりに 

 今回このテーマで記事を書くのはなかなか楽しかったです。今この記事を読まれている

方も自分の担当で CM を考えてみてはどうでしょうか。以上で締めくくりとさせていただ

きます。 
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ユア メッセージ 

 ちーZ 

 

はじめに 

 

この企画は、ネタバレが含まれている可能性が大いにあることを最初にご了承くださ

い。と同時に、これからご紹介する漫画の良さ、というものも稚拙ながらにもお伝えでき

ればと思います。 

興味がわきましたら是非書店やオンラインショップ等で手に取っていただけたらと思い

ます。←そのためには魅力的な文章書かなきゃなんだけどね。がんばれちーZ！ 

 

 

本日ご紹介するのは…… 

 

『アイドルマスター ユアメッセージ――Your Mess@ge』 (草壁レイ 2007)ですね。AS

の漫画になっております。 

こういう時に紹介するものってメジャーなものであるほうが良いような気はするんです

けど、僕はこの漫画が好きなのでこちらを紹介します！(鋼の意志) 

そもそも、AS の漫画ってどれも名作揃いだなと感じています。正直どれも全部紹介した

いです。全部、買おう。なんなら貸します。読め！ 

 

 

ざっくりと、色々ご紹介 

 

さて、ここからはこの本の概要をお伝えしていきます。 

この漫画の初刊発行は 2007 年 12 月、つまり通称「箱マス」が販売されて１年くらいで

す。 

AS のゲームの大半では「メール」を使って P は担当アイドルとやり取りを行います。 

(今はもはや課金アイテムと化していますが) 

ユアメッセージは、そこを重点に置き P からアイドル達へのメールを中心に話が展開さ

れていきます。 

ここでメールを受け取るのは１章から順に、伊織・真・春香・あずさ・千早＋全員で

す。それぞれがアイドル活動について、どうしていいのか分からなくなったときに P から

のメールを受け取り、元気をもらってまたアイドル活動を頑張るストーリー展開になって

います。 
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そして特筆するべき点としては、この作品には P の姿が直接的に作品上に出てくること

がありません。全部のアイマス漫画を読んでいるわけではないのですが、P そのものがメ

ール内でしか登場しないのは作品としては珍しいと思います。 

 

 

どこに魅かれたのか 

 

 ではそろそろ内容の話をします。 

 先述のとおり、この作品は P からのメールで話が展開されていきます。ではそのメール

の内容とはどのようなものなのか。第４章、「思い出をありがとう」よりメールを抜粋し

たいと思います。 

この章の内容は「律子とあずさのユニットが活動しているとき、律子が P 用の海外研修

へ行こうか迷っている」、というものです。元々事務員志望の律子がどうしていいのか考

えているシーンでの、P からあずさへのメールですね。 

 

『俺じゃぁ力不足な点も多いけど、あずささんにも律子にも後悔してほしくないから、

これからにふたりの気持ちを大事にしていきたい。心に素直であればきっと運命も切り開

けると、そう思うから』 

 

このメールの結果、あずさは律子に本当はどうしたいのか尋ねます。自分の気持ちに正

直になる律子。そしてライブ後、あずさはサプライズでファンに律子が研修に行くことを

伝えます。その発表自体、律子もサプライズだったみたいですけど。結果、悲しむファン

はおらず、あずさもファンも同じ気持ち「応援したい」という正直な気持ちを律子に伝え

ます。そして律子は海外研修へ…… 

正直この章が一番好きです。他の章も好きではあるのですがやはり P の存在がアイドル

たちにとっていかに大きなものであるのかがよくわかる内容だと思います。 

 

 

さいごに 

 

この作品を一言で表せと言われたら「母性」なんじゃないかなと思います。ディレ１の

あとがきでも書いてあるんですけど。メールという、間接的な会話の中で見える P のアイ

ドルへの想いの温かさがとても伝わります。自分がプレイしている P もこんな風にアイド

ルと接しているのかなと思うと、これからもより一層 P 活動に力を入れようと思わせてく

れるのです。 

最後まで、ありがとうございました！ 
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ゲッサン版ミリオンライブ！について 

さささみ 

はじめに 

3 回生のさささみと申します。ゲッサンにて掲載されていた。アイドルマスターミリオン

ライブ！について記事を作成しました。ストーリーだけでなくオリジナル新曲もあり、昔な

がらのポチポチゲーで若干人に勧めづらかったグリマス時代でも入門としても入りやすい

ような素敵な作品だと私は考えます。 

 

概要 

全 5 巻完結済み。全てに特装版があり、AS からのカバーやドラマパートなどが収録され

ています。特に 3～5 巻には漫画と連動した新曲としてアイル、Flooding、君との明日を願

うからも収録されています。 

またはじめにでも述べましたが、連載期間はグリマスの配信のみでミリシタは配信され

ていませんでした。そのため紬と歌織は未登場。また AS は先にデビューした先輩として登

場します。メインとなるのは未来、静香、翼のいわゆる信号機組です。 

 

新曲について 

どれもコミックと合わせて聞くとエモさ倍増します。今発売されている BC もそうです

が、特装版は後から買おうと思うと入手難易度が上がることがあるので迷ったら発売時に

買うことを強くお勧めします。ゲッサンのでも今から入手するのには一部アイマス CD と

比べたらましですが、中々の値段がします。発売日にアニメイトで買おうと思ったら狩られ

てて購入できなかったことを今でも悔やんでいます。(BC のはなし) 

 

・アイル(3 巻) 

翼がメインでジュリアと瑞希がコーラス参加という形態のアイマスでは珍しい楽曲。CD

には翼のソロ ver が収録されていますが、3rd 幕張やダウンロード版ではジュリアと瑞希が

コーラスとして参加しています。 

 

・Flooding(4 巻) 

LTH で Shooting Stars も歌ったクレシェンドブルー(静香、星梨花、志保、茜、麗花)の新

曲。LTH のコミュとは違う話及び曲ながらもまたユニットの魅力が描かれていると思いま

す。4th ライブ 2 日目にサプライズで披露もされました。作中では野外で披露されており、

野外かつユニットメンバーが揃っていた 7th 一日目が無くなったことは今思っても大変悔

しいです。 
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・君との明日を願うから(5 巻) 

未来、静香、翼の 3 人による新曲。3 人で歌った初めての曲かつ現状唯一の曲。3 人一緒

に歌っている曲は全体曲ぐらいしか無いんですよね……ライブでは 4th3 日目で披露されま

した。この曲に関してはとりあえず読んでほしいです。 

 

ココが好き 

作中では楽曲の歌詞と話やコマ、展開が連動していること、多くの曲が出てくること、そ

してストーリーとオリジナル楽曲の魅力が好きです。特に好きなシーンは 2 巻の静香がス

テージに駆け付けるところシーンです。焦りやすれ違いからのアレは反則です…担当の出

番が少なくてもとても楽しめました。 

あと同じ年齢だけどタイプが全然違う未来、静香、翼をメインとしているところです。ア

イマスシリーズのアニメといえば信号機なので、ミリオンにはアニメ化が無くてもいいと

ずっとゲッサンで満足していました。でも本当にその 3 人メイン？でアニメ化されるので

本当に楽しみです！ 

 

余談 

ゲッサンメインでの記事でしたが、現在電撃マオウにて掲載されている blooming clover

もまた違う魅力のある素敵な作品です！ミリオンライブに少しでも興味を持っていただい

たら手に取ってほしい作品です。オリジナル曲 Clover Days が一部のオタク世代に刺さる作

曲陣(作曲じんさん 編曲は kemu 名義もある堀江晶太さん)ですので…… 
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アイマス料理部＠シャニマス ～桜餅マスターへの道～ 

調理＆執筆 イタイひと 

初めましての方は初めまして、そうでない方はいつもお世話になっております、イタイひ

とと申します。モバ P とシャニ P を兼業しています。 

さて、アイマス世界では様々な料理が登場します。今回はその中から、シャニマスで担当

を自称している園田智代子＆放課後クライマックスガールズの調理した桜餅を再現してみ

ました。シャニマスでご存知の方はコミュを思い出しつつチョコをつまみながら、シャニマ

スをご存じない方はシャニマスを始めてぜひご確認ください。 

 

◎目標：【桜餅マスター……？ 】園田智代子のコミュ「桜色ショッピング」「チョコは万能

……？ 」の２つで紹介されていた材料および作り方を可能な限り再現する。 

 

 

材料（ちょこ先輩１人分）※５つ作れました 

・ゆであずき   １缶（200g） 

・白玉粉      30g 

・薄力粉     75g 

・水       150g 

・砂糖      適量（今回は小さじ 2 分の１） 

・食紅      適量 

・桜の葉の塩漬け 適量 

・サラダ油    適量 

・チョコレート  適量 

上記レシピは kurashiru のサイトから、「簡単手作り関東風桜餅」のレシピを参考にさせて

いただきました。また、チョコレートは板チョコ、一口サイズのチョコ、ショコラ風のチョ

コを準備しました。 

 

コミュ内での作り方 

１．桜の葉の塩気を抜くために 10 分くらい水につけたら水気を切る。 

２．あんこの準備をする。 

３．ケーキ屋さんみたいに上手にシャカシャカーってしながら最初はちょびっとだけ水を

入れて白玉粉を溶かす。 

４．とろっとしてきたら色をつけてお砂糖と小麦粉を…（以下調理手順の描写なし） 
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５．桜餅を作る。→チョコ入りの桜餅を作る。 

イタイひとの作り方 

１．桜の葉の塩気を抜くために水を３～４回変えながら 1 時間ほど水につけて、キッチン

ペーパーで水気を切る。 

２．ゆであずきを鍋にあけて、焦げないようにヘラで混ぜながら弱火で加熱し水分を飛ばす。

その後、鍋から皿などに移して粗熱をとる。 

３．水を少量ずつ入れながら白玉粉

を溶かす。白玉粉が溶けたら食紅を

加え、砂糖を加えた後に小麦粉をふ

るいながら水を少量ずつ加え、ダマ

ができないようしっかりかき混ぜ

る。 

※先に生地を作ってから食紅を加

えた方が好みの色に調整しやすい

と思うので、そちらをおすすめしま

す。また、食紅は少量で十分に発色

するのでくれぐれも少量ずつ投入

してください。 

 

４．フライパンにサラダ油をひいて、

生地を楕円上に広げ弱火でじっくり

片面だけ焼く。 

※生地をお玉で投下するだけではあ

まり薄くならないので、薄く伸ばした

い場合は裏にサラダ油を塗ったスプ

ーンなどで広げるといいです。また、

円よりも楕円にした方が桜の葉でく

るんだ時の見た目がよかったです。 
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５．生地の焼いていない面に

桜の葉を乗せ、焼いた面にあ

んこをのせてくるむ。（通常の

桜餅完成） 

※元レシピでは焼いた面を外

側にしていましたが、桜の葉

がくっつきやすかったので焼

いていない面を外側にしまし

た。また、焼いた面のひび割れ

感があんこ側だと見えなくな

るのもいいと思います。 

６．５の際にチョコを入れて、

桜餅チョコレート完成！ 

 

食べた感想 

・あんこ（普通の桜餅）…おいしかった。 

・チョコだけ…口に合わなかった。チョコと桜の葉の大きさの差によるものかもしれない

が、甘じょっぱい感じにならずただただケンカしていた。 

・あんこ＋一口サイズチョコ…割とイケた。塩気→あんこの甘み→チョコの甘みの順に味の

変遷を楽しむことができた。和菓子やスイーツ等、あんこと塩気の相性を崩すことなくチ

ョコレートの甘みとコクが加わり一層の変化が見られた。 
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・あんこ＋ショコラ風チョコ…割とイケた。単体でチョコを食べる時よりも一層チョコの甘

みが強く出たように思えた。また、一口サイズチョコ、板チョコよりも甘みが強く感じら

れ、中に入れるチョコレートの種類によって味が大きく変わることがわかった。 

・あんこ＋板チョコを割ったもの…割とイケた。味は一口サイズの物とさほど変わらなかっ

たが、大きく割り入れたため食感は抜群だった。桜餅マスターの一枚絵のように丸いチョ

コや、アーモンド入り、クランチといった食感の強いチョコを入れると食感の違いが楽し

めると考えられる。 

 

作ってみた感想・総括 

コミュ「桜色ショッピング」で言及されていましたが、桜の葉の塩漬けの入手が最も手間

です。製菓の整った大型スーパーや百貨店、あるいは輸入食品取扱店などが近くにあれば、

電話確認した後に買いに行くのがよいと思います。（私は近くにこれらの店舗がなかったの

で、ネットで注文しました。）また、桜の葉は冷凍保存が効くので、また作る可能性がある

なら多めに買ってもいいかもしれません。 

煩雑な調理工程が少なく、特別な器具も使わないため、気軽に作れるメニューだと感じま

した。確かにこれなら果穂や樹里も安心して作れるね。私含め関西出身の P さんだと、ぼ

た餅タイプの関西風桜餅を食べてきたという方が多いと思います。関西風に比べてもち米

の炊きあがりを待つ必要がなく、潰す必要もない分、関東風の方が作りやすかったです。ぜ

ひこのタイプの桜餅も作って食べてみてください。 

最後になりましたが、アイドルマスターシャイニーカラーズは、ブラウザ版・アプリ版と

もに好評配信中です！プレイしてみてね！ 
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担当アイドルの経験を P も追体験しよう  ~SideM より F-LAGS お料理編~ 

橙眞 

 はじめまして、SideM をメインでプロデュースしている橙眞と申します。今回は 2 年前

にモバゲー版アイドルマスターSideM にて開催された S.E.M と F-LAGS によるイベント”

のびのび牧場☆COWBOY LIVE! ”内で行われたバター作りに触発された、一部の F-LAGS 

P たちによる狂気のバター作りに自分も周回遅れで参加することにしました！詳しく

は”SideM バター”で検索してみてください。 

 用意するもの：  空のペットボトル(500ml) 

生クリーム(動物性の乳脂肪分 45%以上のものがよい) 

熱いパッション 

音楽再生機器もしくはライブの円盤等 

 

作り方はいたって簡単、空のペットボトルに生クリームを入れて振るだけ！手の熱を伝え

るといいそうなので、両手で覆うように持ち全力で振ってください。しばらくすると突然手

ごたえがなくなり壁面に固まりますが気にせず振り続けてください、すると突然塊ができ

ます。これでバターの完成です。 

生クリーム代をケチって植物性の乳脂肪分多めのものでやると固まりません。マーガリン

ができるとフォロワーが教えてくれましたありがとう。 合計で 20 分ほど振り続けたとこ

ろ 200cc の生クリームから 110g のバターを生成できました。この際に作業用 BGM として

円盤を再生したりするとパッションが持続しやすいです。折角なのでセトリを組みました.

体力に自信ないマンのため脳筋気味にしたらとても楽しく振れました。（腕は死にました。） 

~バターセトリ~ 

1 ROMANTIC SHAKER  M：shake するんだから北斗ソロ曲は外せないよね 

2 LET’S GO!!(兜大吾ソロ) M：一直線にスタート(2 曲目)って感じですこ 

3 ビッグバンズバリボー!!!!! ミリ：叱咤激励してくれるよ 

4 ビーチブレイバー  シャニ：さぁ! さぁ! 本気モード! 

5 ギブミーメタファー  ミリ：担当ぶちあがり曲その１ 

6 RED ZONE   ミリ：担当ぶちあがり曲その２ 

7 スポーツ!スポーツ!スポーツ! ミリ：脳筋といえば 

8 Raise the FLAG  ミリ：はい! FLAG(S)! カバーしてほしい 

9 Dazzling World   DS：涼ちんのお誕生日に作ったので 

10 情熱ファンファンファーレ デレ：担当が応援してくれる 

11 あんきら!? 狂騒曲  デレ：頭と腕おかしくなれるよ 

12 笑顔の祭りにゃ、福来る M：にゃ福で締めれば大団円 
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 …バターだけじゃ物足りないな、クッキーも作るか(軽率)ということで生成したバターを

使ってクッキーを作ります。目指すものはモバゲー版アイドルマスターSideM にて開催さ

れた F-LAGS と Café Parade 選抜(東雲荘一郎,卯月巻緒)によるイベント”Marchen Sweet 

Live ~お菓子の家へご案内~”内で F-LAGS の作っていた旗のクッキーです。近所の製菓材

料販売店でそれっぽい型を探しましたがみつからなかったので型から作ります。 

ないなら作れば問題ないですね！ 

 用意するもの：空き缶(アルミ)、カッターナイフ、マスキングテープ、下絵、油性ペン 

作成手順： 

1 空き缶を輪切りにします。缶の切り口で怪我をしないように気を付けてください。 

2 輪っかを切り、平らに伸ばします。 

3 下絵に沿って油性ペンで印をつけたら折り曲げていきます。完全に折っ

てしまうとアルミが千切れてしまうので曲げるにとどめてください。 

4 うまく形成出来たらマスキングテープで止めます。持ち手側を怪我防止

のためにテープで覆います。型の完成です！ 

 型もできたことですしクッキーをいよいよ作ります。 

用意するもの： ・バター110g     ・砂糖 66g 

・卵 1 個       ・薄力粉 220g 

・ココアパウダー10g（ココア生地にする場合） 

・塩ひとつまみ    ・その他調理器具 

・担当への愛 

(なかなかの量ができます。ご利用は計画的に。) 

事前準備： 

・バターを室温に戻しておきます。 

（レンジで加熱する場合は液体になる前に止めてください。） 

・薄力粉、ココアパウダー、砂糖はそれぞれ粉振るいにかけておきます。 

調理手順： 

1 バターを泡だて器でクリーム状になるまで混ぜます。 

2 砂糖を 2 回に分けて加え混ぜます.塩もここで加えます。 

3 卵を溶き、3 回に分けて加え混ぜます。 

4 薄力粉を加え(ココア生地にする場合はココアパウダーも)ゴムベラ

に持ち替え切るように混ぜます。粉っぽくなくなったら一つにまとめ

ます。 

5 生地を平たく形を整えてラップで包み、冷蔵庫で 30 分以上寝かせます。 

6 寝かせた生地を麺棒で厚さ 3mm 程度に伸ばし、型抜きをします。(ある程度生地が固く

ないと綺麗に型抜きできません。柔らかくなったらその都度冷蔵庫で冷やしてください。) 
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7 余った生地はもう一度まとめて繰り返し薄く伸ばして型抜きをします。 

8 トースター(900W)に並べてアルミホイルを被せて 4 分、取って 3 分ほど焼い

たら完成です！ココア生地は焦げやすいので気持ち短めにして様子を窺ってく

ださい。クッキングシートを敷くと綺麗に剥がせます。 

家にオーブンがあるなら、絶対にそっちの方がおいしいのでオーブンを使って

ください。オーブンの場合は 180℃予熱の 170℃で 10 分程度焼いてください。 

ついでなので M の担当分(W,猫柳キリオ,F-LAGS)のクッキー作りました。 

 

担当アイドルへの解像度が上がるので追体験はいいぞ…！(余談ですが F-LAGS めちゃく

ちゃ食べ物を持っているカードが多いです。食べ盛りだもんね。) お料理ならある程度家に

器具が揃っていてお手軽に始められるので是非やってみてください！ 
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立マスプロデューサーアンケート 

ちゃありぃ 

 

立マス会員にプロデューサー歴や好きな曲などについてのアンケートを回答してもらい、

その結果をまとめました。有効回答者数は 21 です。 

 

 

 

 

まずは推しているコンテンツです。(複数回答あり) 

 

 

回答者が推しているコンテンツで一番多かったのはシンデレラでした。次に多いのはミ

リオンとシャニマスです。今回回答してくれた方には 1 名しかいませんでしたが、ほかの

会員を含めてもやはり立マスでは SideM をメインとして推している人は少なめです。 
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次にプロデューサー歴とアイマスにハマったきっかけです。内訳はこのような感じにな

りました 

 

 

デレステが今年で 5 周年なので高校生ごろにデレステを始めると今年で 3～5 年経つ計算

になり、アンケートの結果と一致します。このように世代的な影響もあってデレステからア

イマスに入った人が過半数を占める結果になりました。また、プロデューサー歴７年以上の

会員も多く在籍しているのがわかります。一方で１年未満の会員は回答者の中にはいませ

んでした。 

 ハマったきっかけとして面白かったのがジャガ m@s からアイマスに入った人がいる点

ですね。読者のみなさんの中でもジャガ m@s に限らずニコニコのアイマス動画から興味を

持ったという人も意外と多いのではないでしょうか？ 
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最後にそれぞれのコンテンツの好きな曲についてのアンケート結果です。各々TOP3 ま

で回答してもらいました。ここではその回答の中から複数票入っていた曲のみをまとめて

います。 

 

 

 

 

まずは AS です。一番回答数が多かったのは

４票獲得したキラメキラリでした。そしてアマ

テラス、私たちはずっと…でしょう？が３票で

並んでいます。 

やはりアマテラスやマスピなど、全員曲が多

いですがそれらの曲を抑えてキラメキラリが一

番多く票を集めたのは個人的にはとても意外で

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次にシンデレラです。Take me☆Take you が

ト ッ プ 、 続 い て O-Ku-Ri-Mo-No Sunday! と

M@GIC☆となりました。 

 やはりシンデレラでも AS と同じく全体曲の

人気が高い傾向にあるようですね。ソロ曲では

楽園が唯一複数票を集めました。 

 

 

 

 

 

  

キラメキラリ 4 

アマテラス 3 

私たちはずっと…でしょう? 3 

CHANGE!!!!  2 

Funny Logic  2 

Pon De Beach 2 

READY‼ 2 

ラムネ色青春 2 

ロイヤルストレート 

フラッシュ 

2 

自分 REST@RT 2 

約束  2 

M@STERPIECE  2 

Take me☆Take you 4 

O-Ku-Ri-Mo-No Sunday! 3 

M@GIC☆ 3 

無重力シャトル 2 

美に入り彩を穿つ 2 

楽園 2 

ミラーボール･ラブ 2 

バベル 2 

お願い！シンデレラ 2 

Stage Bye Stage 2 

Snow*Love 2 

Flip Flop 2 

BEYOND THE STARLIGHT 2 
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 ミリオンの結果はこのようになりました。

UNION!!、Flyers!!!、Thank You!と周年曲の人気

が高いですね。ミリシタ発のユニット曲としてト

ップクラスの人気を誇る花ざかりWeekend の名

前が入っていたのも納得でした。 

 

 

 

 

 

 

SideM の結果はこちらです。SideM は投票が

かなり割れたため、複数票入った曲は右の 6 曲

のみとなりました。 

注目すべきポイントはなんといってもやは

り、S.E.M の人気の高さではないでしょうか。複

数票入った 6 曲のうち半分の 3 曲が S.E.M のユ

ニット曲というのには驚きでした。 

 

 

 

 

シリーズ別の最後はシャニマスです。曲数が

ほかのシリーズに比べるとまだまだ少ないた

めに複数票入った曲は 12 曲にもなりました。

トップはトライアングル、次点に太陽キッスと

続きます。ユニットごとの票数の合算だとイル

ミネを抜いて放クラが一番多くなりますね。 

 シャニマスはユニットごとにかなりバラン

スよく人気が分かれているのがわかりました。

(複数票こそ入らなかったもののアンティーカ

とノクチルの曲にも投票されていました) 

 

  

UNION!! 4 

Flyers!!! 3 

流星群 2 

深層マーメイド 2 

花ざかり Weekend✿ 2 

Thank You! 2 

Princess Be Ambitious!! 2 

Study Equal Magic! 4 

MOON NIGHT 

のせいにして 

3 

Compass Gripper!!! 2 

Legacy of Spirit 2 

∞ Possibilities 2 

サ・ヨ・ナ・ラ  

Summer Holiday 

2 

トライアングル 7 

太陽キッス 6 

シャイノグラフィ 5 

Wandering Dreamer Chaser 5 

ビーチブレイバー 4 

ハピリリ 4 

Dye the Sky． 4 

アルストロメリア 3 

We can go now! 2 

Transcending The World  2 

Bloomy! 2 

Ambitious Eve 2 
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最後にすべてのシリーズからソロ曲のみを

対象に回答してもらった結果がこちらです。各

コンテンツの好きな曲の中にソロ曲があまり

入っていなかった理由はこれです。 

全シリーズが対象となり、なかなか複数票が

入らない中で最も回答が多かったのは同数で

おまじないと楽園でした。 

 

 

 

 

 

 

アンケート結果は以上になります。このようにして実際にアンケートを取ってみると想

定していなかった意外な結果が見えてきてとても興味深かったです。また機会があれば、項

目を増やしたり質問を変えたりしてアンケートを取ってみたいですね。 

おまじない 3 

楽園 3 

2nd SIDE 2 

addicted 2 

Dear My Dreamers 2 

Private Sign 2 
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赤
薔
薇
の
告
白 

ち
ーZ

 

―
―

朝
。 

目
の
前
は
白
ん
で
い
た
。
一
日
の
始
ま
り
で
あ
る
は
ず
の
朝
。
そ
れ
で
あ
る
の
に
ど
う
し
て
か
、
私
に

降
る
感
覚
は
あ
ま
り
に
も
不
快
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

全
身
に
広
が
る
冷
た
い
感
触
。
身
体
の
末
端
か
ら
蟲
が
這
い
上
が
っ
て
く
る
よ
う
な
感
覚
に
襲
わ
れ

る
。 「

ッ
！
」 

覚
醒
。
そ
れ
と
同
時
に
先
ほ
ど
の
気
持
ち
の
悪
い
感
触
が
、
嘘
偽
り
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

く
。
私
が
目
覚
め
た
の
は
朝
な
ん
か
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
目
を
開
け
る
と
視
界
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
た

く
さ
ん
の
管
で
あ
っ
た
。
そ
の
管
は
自
分
に
も
つ
な
が
れ
て
い
る
。 

透
明
で
ゴ
ム
質
の
よ
う
な
管
に
は
、
ど
ん
ど
ん
緋
い
液
体
が
流
れ
だ
し
て
い
た
。 

「
こ
れ
は…

…

一
体
」 

自
分
の
身
に
な
に
が
起
き
た
の
か
。
思
い
出
そ
う
と
し
て
も
何
故
か
記
憶
に
靄
が
か
か
っ
て
い
る
よ
う

な
感
覚
に
襲
わ
れ
、
う
ま
く
思
い
出
せ
な
い
。 

「
ち
と
せ…

…

ち
ゃ
ん…

…

」 

ノ
イ
ズ
交
じ
り
の
記
憶
の
中
、
私
が
唯
一
思
い
出
せ
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
。 

◇ 

お
嬢
様
の
戯
れ
で
ア
イ
ド
ル
を
始
め
て
か
ら
ど
れ
く
ら
い
が
経
つ
だ
ろ
う
か
。
正
直
、
私
が
ど
う
し
て

ア
イ
ド
ル
を
、
と
思
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
の
だ
が
、
今
で
は
そ
れ
も
悪
く
な
い
よ
う
に
感
じ
て
い

る
。 私

は
灰
色
の
世
界
の
中
に
生
き
る
住
人
。
華
や
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
お
嬢
様
を
支
え
る
こ

と
さ
え
で
き
た
ら
そ
れ
で
よ
か
っ
た
の
だ
が
。 

あ
い
つ
の
持
っ
て
き
た
仕
事
も
最
近
は
多
岐
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
お
嬢
様
と
の
ユ
ニ
ッ

ト
、「V

elvet R
o

se

」
で
の
仕
事
も
そ
れ
な
り
に
は
用
意
し
て
い
る
よ
う
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で
あ
り
が
た

い
こ
と
で
あ
る
と
微
量
な
が
ら
感
じ
て
は
い
る
。
も
っ
と
も
、
あ
い
つ
が
ど
こ
ま
で
私
た
ち
の
ア
イ
ド
ル

活
動
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
の
か
、
知
る
由
も
な
い
。
た
だ
、
あ
い
つ
の
こ
と
を
お
嬢
様
が
「
魔
法
使

い
」
と
呼
ぶ
の
も
近
頃
は
わ
か
ら
な
く
も…

…

な
い
気
が
す
る
。
そ
れ
こ
そ
、
お
嬢
様
の
気
ま
ぐ
れ
な
の

か
も
し
れ
な
い
が
。 

た
だ
戯
れ
を
享
受
し
て
送
る
ア
イ
ド
ル
と
し
て
の
日
常
。
そ
れ
で
、
私
は
満
足
な
の
だ
ろ
う
か
。 

● 

「
千
夜
ち
ゃ
ん
！
」 

あ
の
時
叫
ん
だ
声
は
、
お
そ
ら
く
人
生
の
中
で
も
最
も
大
き
な
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
に
危

機
的
状
況
だ
っ
た
こ
と
は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
と
い
う
か
、
忘
れ
よ
う
は
ず
が
な
い
。 

 

あ
の
出
来
事
で
、
私
は
千
夜
ち
ゃ
ん
の
人
生
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
。 
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あ
れ
は
私
た
ち
が
十
二
歳
の
頃
。
二
人
で
庭
の
木
に
登
っ
て
遊
ん
で
い
た
と
き
だ
っ
た
。
千
夜
ち
ゃ
ん

と
私
が
い
つ
も
の
よ
う
に
木
の
枝
に
腰
か
け
て
座
っ
て
い
る
と
、
突
然
そ
の
枝
が
折
れ
、
私
た
ち
は
そ
の

ま
ま
地
面
に
叩
き
つ
け
ら
れ
た
。 

千
夜
ち
ゃ
ん
の
名
前
を
叫
ん
だ
時
に
は
も
う
既
に
遅
く
、
私
は
次
に
病
室
で
目
覚
め
る
ま
で
死
の
淵
を

彷
徨
っ
て
い
た
。 

そ
の
間
味
わ
っ
た
感
覚
は
、
痛
み
で
は
な
く
寒
さ
だ
っ
た
。 

最
初
の
う
ち
は
何
も
感
じ
な
か
っ
た
も
の
の
。
徐
々
に
足
が
燃
え
る
よ
う
に
熱
く
な
り
、
次
第
に
そ
の

熱
さ
が
引
い
て
い
っ
た
と
思
う
と
、
今
度
は
歯
が
ガ
タ
ガ
タ
音
を
立
て
る
ほ
ど
の
寒
さ
に
襲
わ
れ
た
。 

そ
こ
か
ら
先
は
お
じ
さ
ま
に
聞
い
た
だ
け
で
、
私
の
記
憶
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
ど
う
や
ら
地
面
に

落
ち
た
際
、
折
れ
た
枝
の
先
が
私
の
足
に
突
き
刺
さ
っ
て
い
た
よ
う
だ
。 

辺
り
に
は
血
の
海
。
私
の
足
か
ら
は
と
め
ど
な
く
鮮
血
が
流
れ
出
て
い
た
ら
し
い
。 

当
た
り
所
が
良
く
ほ
ぼ
無
傷
の
状
態
だ
っ
た
千
夜
ち
ゃ
ん
は
、
す
ぐ
に
お
じ
さ
ま
を
呼
ん
で
き
て
、
私

は
救
急
車
で
運
ば
れ
た
。
だ
け
ど…

…
 

 

「
私
は
ね
、
吸
血
鬼
な
の
。
だ
か
ら
千
夜
ち
ゃ
ん
の
血
を
吸
っ
た
だ
け
な
の
」 

 

私
が
入
院
し
て
い
る
ベ
ッ
ド
の
横
で
た
だ
ひ
た
す
ら
に
泣
き
じ
ゃ
く
る
千
夜
ち
ゃ
ん
に
私
は
幾
度
と
な

く
こ
の
言
葉
を
発
し
て
い
た
。 

―
―

私
の
血
液
型
はO

型
、R

h

マ
イ
ナ
ス
。
い
わ
ゆ
る
「
希
少
血
液
」
と
呼
ば
れ
る
部
類
に
属
し
て

い
た
の
だ
。 

普
通
で
あ
れ
ば
、
血
液
に
は
ス
ト
ッ
ク
が
存
在
し
て
お
り
、
輸
血
が
必
要
な
際
に
は
そ
こ
か
ら
輸
血
さ

れ
る
の
だ
が
、
私
と
同
タ
イ
プ
の
血
液
は
日
本
で
は
人
口
の
約0

.1
5

%

。
そ
ん
な
血
液
が
献
血
セ
ン
タ
ー

に
ス
ト
ッ
ク
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

だ
が
、
奇
跡
的
に
千
夜
ち
ゃ
ん
が
私
と
同
じO

型
のR

h

マ
イ
ナ
ス
型
で
あ
っ
た
た
め
に
、
病
院
は
す

ぐ
さ
ま
千
夜
ち
ゃ
ん
の
血
液
を
私
に
輸
血
し
、
私
は
一
命
を
と
り
と
め
た
。 

 

私
は
吸
血
鬼
。
千
夜
ち
ゃ
ん
の
血
を
吸
っ
た
吸
血
鬼
。 

 

別
に
私
自
身
が
こ
ん
な
大
怪
我
を
負
っ
た
こ
と
に
対
し
て
は
何
も
感
じ
て
い
な
い
。
後
遺
症
は
特
に
な

い
し
、
そ
も
そ
も
木
に
登
ろ
う
と
言
い
出
し
た
の
は
私
だ
。
千
夜
ち
ゃ
ん
に
大
し
た
怪
我
が
な
か
っ
た
の

な
ら
そ
れ
で
よ
か
っ
た
。 

だ
け
れ
ど
、
私
の
周
り
の
大
人
た
ち
は
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。 

特
に
激
昂
し
た
の
は
父
だ
っ
た
。
病
室
に
駆
け
付
け
る
な
り
、
人
目
を
は
ば
か
る
こ
と
な
く
、
千
夜
ち

ゃ
ん
を
殴
り
倒
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
収
ま
り
き
ら
な
か
っ
た
の
か
、
千
夜
ち
ゃ
ん
が
私
の
看

病
を
し
て
い
る
間
に…

…
 



61 

 

 
あ
の
日
か
ら
、
千
夜
ち
ゃ
ん
か
ら
太
陽
の
よ
う
な
明
る
さ
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。 

▨ 

「
そ
う
い
え
ば
」 

夕
食
。
い
つ
も
通
り
様
々
な
種
類
の
料
理
が
並
べ
ら
れ
た
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら
、
私
は
お
嬢
様
に

ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
尋
ね
た
。 

「
ど
う
し
て
お
嬢
様
は
私
に
ア
イ
ド
ル
に
な
る
よ
う
指
示
し
た
の
で
す
？ 

別
に
私
ま
で
ア
イ
ド
ル
に

な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
に
」 

あ
の
日
、
突
然
お
嬢
様
に
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
会
場
へ
行
く
よ
う
に
指
示
さ
れ
、
こ
れ
も
戯
れ
か
と
考
え

て
い
る
と
気
が
付
け
ば
ア
イ
ド
ル
に
な
っ
て
い
た
わ
け
な
の
だ
が
。 

「
あ
れ
、
言
っ
て
な
か
っ
た
っ
け
」 

お
嬢
様
は
、
わ
ざ
と
ら
し
く
驚
い
た
動
作
を
と
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
反
応
を
す
る
と
き
は
、
き
ま
っ
て

何
か
誤
魔
化
そ
う
と
す
る
時
だ
。
そ
ん
な
こ
と
、
私
で
な
く
と
も
わ
か
り
そ
う
で
は
あ
る
の
だ
が
。 

「
千
夜
ち
ゃ
ん
は
可
愛
い
か
ら
ね
ー
。
私
だ
け
が
そ
の
可
愛
さ
を
知
っ
て
る
の
っ
て
な
ん
だ
か
も
っ
た

い
な
い
じ
ゃ
な
い
？ 

だ
か
ら
、
か
な
」 

は
ぁ…

…
 

お
嬢
様
に
聞
こ
え
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
の
小
さ
な
た
め
息
を
一
つ
。
本
当
に
、
こ
の
方

は
。 「

建
前
は
わ
か
り
ま
し
た
か
ら
。
本
当
は
ど
う
し
て
な
の
で
す
か
」 

今
度
は
少
し
強
く
質
問
を
し
て
み
る
。
私
は
お
嬢
様
か
ら
発
せ
ら
れ
る
回
答
を
い
ち
早
く
求
め
て
い

た
。 何

を
焦
っ
て
い
る
の
だ
、
私
は
。 

い
つ
も
な
ら
ば
「
お
嬢
様
の
戯
れ
」
で
済
ま
せ
て
い
ら
れ
た
こ
と
の
は
ず
な
の
に
。
ど
う
し
て
か
、
私

は
こ
の
質
問
の
解
を
執
拗
に
追
っ
て
い
る
。 

「
い
や
、
だ
か
ら
さ
っ
き
も
言
っ
た
で
し
ょ
う
？ 

千
夜
ち
ゃ
ん
が
か
わ…

…

」 

「
ち
と
せ
ち
ゃ
ん
」 

頭
の
中
が
熱
く
な
る
。
心
臓
の
鼓
動
が
速
く
な
っ
て
い
る
の
が
全
身
を
通
し
て
感
じ
ら
れ
た
。
唇
が
渇

く
。
何
故
こ
こ
ま
で
コ
レ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
答
え
こ
そ
が
こ
の
疼

き
を
鎮
め
る
特
効
薬
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。 

「
千
夜
ち
ゃ
ん
が
私
の
こ
と
、
名
前
で
呼
ぶ
な
ん
て
何
年
振
り
だ
ろ
う
ね
？
」 

「
っ
！ 

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
、
お
嬢
様
。
私
と
し
た
こ
と
が
」 

ハ
ッ
と
我
に
返
る
。
答
え
を
焦
る
ば
か
り
に
、
あ
ろ
う
こ
と
か
お
嬢
様
に
失
礼
な
こ
と
を
。
す
ぐ
に
謝

罪
を
と
、
改
め
て
お
嬢
様
に
再
度
目
線
を
合
わ
せ
る
。
し
か
し
、
お
嬢
様
の
表
情
に
は
怒
り
や
失
望
の
感

情
の
色
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
よ
り
か
は
む
し
ろ
、
ど
う
し
て
か
安
心
と
い
う
か
、

喜
び
を
そ
の
表
情
か
ら
感
じ
取
れ
た
。 

「
い
い
ん
だ
よ
、
千
夜
ち
ゃ
ん
」 
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お
そ
ら
く
動
揺
を
隠
せ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
私
を
お
嬢
様
は
優
し
く
包
み
込
む
。 

「
そ
こ
ま
で
千
夜
ち
ゃ
ん
が
本
気
な
ら
、
い
い
よ
。
話
し
て
あ
げ
る
。…

…

ど
う
し
て
千
夜
ち
ゃ
ん
に

ア
イ
ド
ル
を
し
て
欲
し
か
っ
た
の
か
を
」 

◆ 

千
夜
ち
ゃ
ん
は
、
家
を
失
っ
た
。
家
族
も
、
大
好
き
な
お
も
ち
ゃ
も
、
絵
本
も
。
全
て
を
失
っ
て
、
私

の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
来
た
。
名
前
は
同
じ
、
白
雪
千
夜
。
で
も
、
わ
た
し
の
知
っ
て
い
る
千
夜
ち
ゃ
ん
と

は
違
っ
て
い
た
。
あ
の
頃
の
明
る
さ
は
な
く
な
っ
て
い
た
し
、
血
色
も
悪
く
、
真
っ
白
な
肌
。
そ
し
て
モ

ノ
ク
ロ
の
ノ
イ
ズ
に
そ
の
心
は
覆
わ
れ
て
い
た
。 

で
は
、
こ
こ
に
い
る
千
夜
ち
ゃ
ん
は
、
本
当
の
千
夜
ち
ゃ
ん
で
は
な
い
の
か
。
あ
の
こ
ろ
一
緒
に
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
遊
び
ま
わ
っ
た
千
夜
ち
ゃ
ん
は
、
も
う
ど
こ
に
も
い
な
い
の
か
。
否
、
千
夜
ち
ゃ
ん
は
、
確

か
に
こ
こ
に
い
る
。 

表
情
が
変
わ
っ
た
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
顔
色
が
悪
く
な
っ
た
っ
て
、
千
夜
ち
ゃ
ん
は
千
夜
ち
ゃ
ん
だ
。
私

は
、
千
夜
ち
ゃ
ん
の
、
白
雪
千
夜
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
た
の
だ
か
ら
。 

だ
か
ら
、
彼
女
に
は
彼
女
ら
し
く
生
き
て
ほ
し
か
っ
た
。 

だ
か
ら
、
白
雪
の
苗
字
は
残
す
よ
う
千
夜
ち
ゃ
ん
に
お
願
い
し
た
し
、
黒
埼
の
苗
字
に
す
る
こ
と
も
許

可
し
な
か
っ
た
。 

だ
か
ら
、
千
夜
ち
ゃ
ん
に
は
ア
イ
ド
ル
に
な
っ
て
、
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
け
て
ほ
し
か
っ
た
。 

黒
埼
ち
と
せ
と
い
う
、
不
確
定
な
未
来
よ
り
も
、
白
雪
千
夜
と
い
う
明
る
い
未
来
を
彼
女
に
は
歩
ん
で

欲
し
か
っ
た
の
だ
。 

私
は
も
う
、
そ
こ
ま
で
長
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
分
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
彼
女
に
は
私
に
依

存
す
る
こ
と
な
く
過
ご
し
て
ほ
し
い
。 

以
前
彼
女
は
私
に
言
っ
た
。 

―
―

私
は
灰
色
の
世
界
を
生
き
て
い
る
の
で
す
。 

自
分
は
華
や
か
な
人
生
を
送
れ
な
い
。
夢
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
。 

そ
う
決
め
つ
け
て
し
ま
っ
た
彼
女
を
、
私
は
ど
う
に
か
し
た
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
千
夜
ち
ゃ
ん
に
ア
イ

ド
ル
を
勧
め
た
の
だ
。 

あ
の
人
な
ら
、
あ
の
魔
法
使
い
さ
ん
な
ら
で
き
る
か
ら
託
し
た
ん
だ
。 

そ
れ
で
も
、
や
は
り
千
夜
ち
ゃ
ん
は
私
に
ず
っ
と
つ
い
て
き
て…

…
 

だ
け
ど
、
そ
の
依
存
す
ら
心
地
よ
く
感
じ
て
し
ま
う
。 

な
ら
、
私
自
身
は
ど
う
だ
ろ
う
。
何
も
告
げ
ず
に
ア
イ
ド
ル
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
会
場
に
向
か
わ
せ
、
挙

句
の
果
て
に
は
、
詰
め
寄
ら
れ
る
ま
で
真
意
を
誤
魔
化
し
続
け
る
。 

「…
…

本
当
に
依
存
し
て
い
る
の
は
、
ど
ち
ら
か
し
ら
ね
」 

〇 

そ
ん
な
こ
と
、
初
め
て
知
っ
た
。
お
嬢
様
が
私
に
つ
い
て
そ
ん
な
風
に
思
っ
て
い
た
な
ん
て
。 

私
は
た
だ
、
華
や
か
な
人
生
を
送
る
人
の
支
え
が
で
き
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
考
え
て
い
た
。 

そ
れ
が
、
黒
埼
ち
と
せ
、
そ
の
人
だ
っ
た
。 
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だ
か
ら
こ
そ
私
は
あ
の
人
に
何
で
も
尽
く
そ
う
と
誓
っ
て
い
る
。
お
嬢
様
の
食
が
細
け
れ
ば
、
少
し
で

も
多
く
の
栄
養
を
と
っ
て
も
ら
う
た
め
に
食
事
の
品
数
だ
っ
て
増
や
す
し
、
お
嬢
様
の
体
が
弱
け
れ
ば
、

苦
手
な
掃
除
や
整
理
整
頓
だ
っ
て
私
が
行
う
。
お
嬢
様
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な

戯
れ
に
も
付
き
合
う
。 

お
嬢
様
と
私
が
ア
イ
ド
ル
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
た
だ
の
戯
れ
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
。 

で
も
、
今
回
は
た
だ
の
戯
れ
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。 

『
千
夜
ち
ゃ
ん
に
は
ア
イ
ド
ル
に
な
っ
て
、
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
け
て
ほ
し
か
っ
た
』 

先
が
見
え
な
い
お
嬢
様
の
人
生
を
共
に
歩
む
こ
と
よ
り
、
モ
ノ
ク
ロ
の
私
の
世
界
を
歩
め
と
。 

ア
イ
ド
ル
に
さ
せ
た
の
も
そ
の
た
め
。
私
の
世
界
を
色
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
。 

お
嬢
様
は
あ
い
つ
の
こ
と
を
「
魔
法
使
い
」
と
呼
ぶ
が
、
私
に
と
っ
て
は
お
嬢
様
こ
そ
魔
法
使
い
だ
。 

確
か
に
お
嬢
様
の
先
が
長
く
は
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
時
が
い
つ
な
の
か
、
そ
れ
は
わ
か

ら
な
い
の
だ
が
、
私
は
そ
の
時
ま
で
お
嬢
様
に
添
い
遂
げ
る
こ
と
を
心
に
決
め
て
い
る
。 

で
も
、
お
嬢
様
は
そ
れ
を
拒
む
。 

私
に
、
進
め
と
。
色
の
つ
い
た
世
界
を
進
め
と
。
そ
う
告
げ
る
の
だ
。 

「
私
に
、
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
と
本
当
に
思
っ
て
る
の
？
」 

私
は
、
あ
な
た
と
一
生
を
共
に
過
ご
す
と
誓
っ
た
身
。 

あ
な
た
が
そ
の
生
を
全
う
す
る
ま
で
あ
な
た
を
守
り
続
け
る
剣
。 

 

だ
か
ら―

―
 

「
ず
っ
と
あ
な
た
と
い
る
よ
。
ち
と
せ
ち
ゃ
ん
」 

〈
完
〉 

 

あ
と
が
き 

 

会
報
誌
内
で
は
一
年
位
ぶ
り
で
す
。
ち
ーZ

で
す
。 

 

今
回
は
シ
ン
デ
レ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
の
ち
と
ち
よ
作
品
と
し
て
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
な
ん
で
す
け

れ
ど
も
。 

難
し
い
！ 

そ
の
一
言
に
尽
き
ま
す
ね
。 

二
人
と
も
恒
常
・
限
定S

S
R

とvelvet

コ
ミ
ュ
、S

D
b

の
コ
ミ
ュ
な
ど
で
そ
れ
な
り
に
情
報
は
出
て

い
る
と
は
い
え
、
全
て
核
心
に
迫
る
と
こ
ろ
ま
で
の
描
写
が
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

ち
と
せ
の
寿
命
問
題 

過
去
の
千
夜
に
な
に
が
あ
っ
た
の
か 

千
夜
の
後
見
人
の
お
じ
さ
ま
っ
て
何
者
？ 

…
…

etc. 

挙
げ
だ
し
た
ら
キ
リ
が
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
僕
の
【
個
人
的
解
釈
】
で
のS

S

を
お
届
け
し

ま
し
た
。
あ
く
ま
で
も
個
人
解
釈
で
す
！ 

何
が
正
解
と
か
な
い
で
す
。
多
分
。 

来
年
も
会
報
誌
でS

S

を
書
か
せ
て
い
た
だ
く
ご
縁
が
あ
っ
た
ら
ま
た
文
章
能
力
を
向
上
さ
せ
て
参
加
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さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
気
に
入
っ
て
出
さ
っ
た
方
々
、
ま
た
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す…

…
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久
川
凪
「
ち
と
せ
さ
ん
に
夜
の
散
歩
に
誘
わ
れ
た
件
」 

紅
鍵 

 

〇
登
場
人
物 

・
久
川
凪
（
以
降
凪
） 

・
久
川
颯
（
以
降
颯
） 

・
黒
埼
ち
と
せ
（
以
降
ち
と
せ
） 

 

み
な
さ
ん
、
ご
き
げ
ん
よ
う
。
久
川
の
朝
は
ご
飯
派
じ
ゃ
な
い
方
、
ど
う
も
凪
で
す
。
カ
〇
ネ
ギ
と
の
コ
ラ

ボ
は
デ
ビ
ュ
ー
以
来3

度
目
の
快
挙
で
す
。 

さ
て
、
本
題
に
入
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
黒
埼
ち
と
せ
を
ご
存
じ
で
す
か
？
か
の
有
名
な
吸
血
鬼
の
末
裔
。
謎

多
き
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
彼
女
で
す
が
、
な
ん
と
今
回
凪
が
密
着
取
材
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
と
い

う
の
は
冗
談
で
、
ち
と
せ
さ
ん
の
謎
の
一
つ
、
夜
の
散
歩
に
潜
入
調
査
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
彼
女
の

深
層
に
た
ど
り
着
け
る
の
か
。
乞
う
ご
期
待
。 

 

凪
「
こ
れ
は
実
際
に
凪
が
体
験
し
た
話
で
す
。
あ
る
夜
の
こ
と
で
す
。
そ
の
夜
の
こ
と
を
思
い
出
す
だ
け
で
、

凪
は
震
え
が
止
ま
り
ま
せ
ん
」 

颯
「
待
っ
て
！
？ 

そ
れ
本
当
に
ち
と
せ
さ
ん
の
話
！
？ 

怪
談
は
じ
め
よ
う
と
し
て
な
い
！
？
」 

凪
「
安
心
し
て
く
だ
さ
い
、
は
ー
ち
ゃ
ん
。
奇
妙
な
物
語
程
度
に
と
ど
め
て
お
き
ま
す
」 

颯
「
そ
れ
っ
て
、
と
ど
ま
っ
て
る
！
？
」 

 

凪
は
た
ま
た
ま
夜
の
街
を
さ
ま
よ
っ
て
い
ま
し
た
。
凪
や
は
ー
ち
ゃ
ん
や
乙
倉
ち
ゃ
ん
さ
ん
、
他
に
も
ア
イ

ド
ル
の
先
輩
方
も
。
こ
な
い
だ
の
仕
事
の
打
ち
上
げ
の
帰
り
の
際
の
出
来
事
で
す
。
凪
が
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

の
変
な
顔
の
犬
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
う
ち
に
、
み
ん
な
と
は
ぐ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
困
っ
た
人
た
ち
だ

な
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
ぐ
ら
い
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。 

ち
と
せ
「
あ
れ
？
凪
ち
ゃ
ん
？
」 

振
り
返
る
と
そ
こ
に
は
麗
人
が…

…
 

ち
と
せ
「
ど
う
し
た
の
？
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
？
」 

凪
「
は
ー
ち
ゃ
ん
た
ち
が
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
凪
が
捜
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」 

ち
と
せ
「
と
か
な
ん
と
か
言
っ
て
、
凪
ち
ゃ
ん
が
迷
子
に
な
っ
ち
ゃ
ん
た
ん
で
し
ょ
？
」 

凪
「
ご
明
察
。
さ
す
が
一
国
の
王
女
、
い
や
女
王
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
か
」 

ち
と
せ
「
そ
ん
な
た
い
し
た
も
の
じ
ゃ
な
い
よ
」 

凪
「
ち
と
せ
さ
ん
こ
そ
、
な
に
ゆ
え
こ
ん
な
遅
い
時
間
に
夜
の
雑
踏
へ
？
」 

ち
と
せ
「
散
歩
だ
よ
。
こ
れ
く
ら
い
の
時
間
に
よ
く
出
歩
く
ん
だ
」 

凪
「
夜
型
な
ん
で
す
か
。
似
合
う
な
」 

ち
と
せ
「
で
し
ょ
♪
」 
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ち
と
せ
「
そ
う
だ
、
凪
ち
ゃ
ん
も
お
散
歩
に
つ
き
あ
わ
な
い
？
私
、
ず
っ
と
前
か
ら
凪
ち
ゃ
ん
に
と
～
っ
て

も
興
味
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
」 

凪
「
凪
は
一
向
に
か
ま
い
ま
せ
ん
」 

ち
と
せ
「
ふ
ふ
っ
。
じ
ゃ
あ
決
ま
り
だ
ね
♪
」 

凪
は
、
は
ー
ち
ゃ
ん
に
一
報
入
れ
た
後
、
ち
と
せ
さ
ん
の
お
供
を
す
る
こ
と
に
。
な
ぜ
ノ
ー
と
言
わ
な
か
っ

た
の
か
？ 

確
か
に
。
そ
の
時
は
そ
の
選
択
肢
は
表
示
さ
れ
て
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
確
定
イ
ベ
だ
っ

た
か
。 

 

凪
は
こ
う
し
て
短
く
も
長
い
旅
に
出
る
の
で
し
た
。
め
で
た
し
、
め
で
た
し…

…
 

颯
「
っ
て
、
終
わ
っ
ち
ゃ
ダ
メ
で
し
ょ
！
」 

凪
「
そ
う
は
言
っ
て
も
や
は
り
、
は
ー
ち
ゃ
ん
。
こ
こ
か
ら
の
話
は
非
常
に
デ
ィ
ー
プ
に
、
繊
細
な
お
話
に

な
る
の
よ
で
す
よ
？
」 

颯
「
い
い
か
ら
、
早
く
続
き
聞
か
せ
て
よ
ー
！
」 

   

凪
に
は
黒
埼
ち
と
せ
が
分
か
ら
ぬ
。
凪
は
徳
島
の
詩
人
。
マ
ン
シ
ョ
ン
ポ
エ
ム
を
詠
み
、
ネ
ッ
ト
掲
示
板
の

住
民
と
遊
ん
で
き
た
。
け
れ
ど
も
不
気
味
さ
に
対
し
て
は
、
人
一
倍
敏
感
で
あ
っ
た
。 

妙
な
感
覚
で
す
ね
。
ど
う
に
も
解
せ
な
い
。
オ
ー
ラ
の
格
が
違
う
の
か
？ 

凪
の
厨
二
パ
ワ
ー
で
は
勝
て
な

か
っ
た
か
、
く
っ 

 

ち
と
せ
「
こ
の
辺
に
は
よ
く
来
る
の
？
」 

凪
「
え
え
、
フ
ク
ロ
ウ
喫
茶
の
次
く
ら
い
に
は
」 

ち
と
せ
「
そ
う
な
ん
だ
」 

凪
「（
ス
ル
ー
な
の
か
）」 

凪
「
ち
と
せ
さ
ん
は
、
な
に
ゆ
え
こ
の
よ
う
な
場
所
へ
？
」 

ち
と
せ
「
う
～
ん
、
な
ん
で
か
な
？
」 

凪
「
む
ぅ
、
哲
学
的
」 

ち
と
せ
「
自
分
の
す
る
こ
と
で
も
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と
っ
て
あ
る
よ
ね
」 

凪
「
分
か
り
み
で
す
。
凪
も
よ
く
帰
り
道
は
迂
回
ル
ー
ト
を
取
り
ま
す
。
迂
回
し
す
ぎ
て
凪
マ
ッ
プ
が
完
成

し
な
い…

」 

ち
と
せ
「
私
も
学
校
帰
り
は
よ
く
寄
り
道
し
ち
ゃ
う
な
～
」 

ち
と
せ
「
で
も
、
夜
の
散
歩
は
違
う
」 

凪
「
ほ
う
ほ
う
」 

ち
と
せ
「
行
く
先
が
決
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る…

そ
ん
な
気
が
す
る
」 
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凪
「…

…

と
、
言
い
ま
す
と
？
」 

ち
と
せ
「
そ
う
だ
ね
、
変
な
こ
と
言
っ
ち
ゃ
っ
た
か
な
？
」 

凪
「
凪
も
そ
う
い
う
年
頃
で
す
。
人
並
み
に
は
そ
う
い
う
話
を
好
み
ま
す
」 

ち
と
せ
「
そ
う
？ 
じ
ゃ
あ
、
続
け
る
ね
」 

凪
「
ど
ぞ
」 

ち
と
せ
「
こ
う
や
っ
て
当
て
も
な
く
歩
い
て
る
け
ど
、
本
当
は
何
か
に
導
か
れ
る
よ
う
な
感
覚…

…

」 

凪
「
な
ん
だ
か
窮
屈
で
す
ね
。
当
て
の
な
い
旅
は
当
て
が
な
い
か
ら
こ
そ
」 

ち
と
せ
「
そ
う
か
な
？ 

私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
よ
。
自
分
の
本
当
に
求
め
る
も
の
へ
導
い
て
く
れ
る…

今

日
だ
っ
て
凪
ち
ゃ
ん
に
会
え
た
し
ね
♪
」 

凪
「
ふ
む
、
そ
う
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
わ
け
か
、
深
い
。
深
い
の
か
？
」 

ち
と
せ
「
さ
あ
ね
♪
」 

ち
と
せ
「
ま
ぁ
、
今
日
会
え
た
の
は
占
い
に
出
て
た
ん
だ
け
ど
ね
」 

凪
「
占
い…

凪
も
一
時
期
ハ
マ
り
ま
し
た
。
当
然
、
正
位
置
」 

ち
と
せ
「
タ
ロ
ッ
ト
カ
ー
ド
だ
ね
」 

凪
「
そ
れ
に
し
て
も
、
ち
と
せ
さ
ん
も
占
い
と
は
。
さ
て
は
流
行
っ
て
い
る
な
」 

ち
と
せ
「
私
は
ブ
カ
レ
ス
ト
に
い
た
頃
に
、
魔
女
に
い
ろ
い
ろ
と
習
っ
た
だ
け
だ
よ
」 

凪
「
魔
女
、
ち
と
せ
さ
ん
も
ウ
ィ
ッ
チ
と
い
う
わ
け
で
す
か
」 

ち
と
せ
「
私
は
魔
女
で
は
な
い
け
ど
ね
」 

夜
な
夜
な
徘
徊
し
、
占
い
に
精
通
し
、
魔
女
と
親
交
が
あ
る
と
は
、
ま
す
ま
す
妖
し
げ
な
雰
囲
気
が
醸
し
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
し
ず
め
凪
は
カ
モ
を
し
ょ
っ
て
き
た
ネ
ギ
、
ん
？ 

逆
？ 

ち
と
せ
「
な
ん
で
夜
出
か
け
ち
ゃ
う
か
と
い
う
と
ね
、
私
、
夜
は
あ
ま
り
眠
れ
な
い
ん
だ
。
眠
り
に
つ
く
と
、

も
う
二
度
と
目
覚
め
な
い
気
が
し
て…

」 

 

な
ぜ
ち
と
せ
さ
ん
が
そ
う
思
う
の
か
、
凪
は
口
に
は
出
し
ま
せ
ん
。
ち
と
せ
さ
ん
が
レ
ッ
ス
ン
中
に
倒
れ
て

し
ま
う
と
い
う
の
は
有
名
な
話
で
す
。
体
力
が
な
い
と
い
う
だ
け
に
は
、
い
さ
さ
か
無
理
が
あ
る
話
で
す
。 

 

ち
と
せ
「
だ
か
ら
夜
の
風
に
こ
う
し
て
あ
て
ら
れ
て
い
る
と
き
が
、
一
番
私
が
自
由
に
な
れ
て
い
る
気
が
す

る
ん
だ
」 

凪
「
夜
が
人
を
自
由
に
す
る…

」 

ち
と
せ
「
そ
う
い
う
こ
と
だ
ね
♪
」 

   

ち
と
せ
「
凪
ち
ゃ
ん
は
独
特
な
し
ゃ
べ
り
方
だ
よ
ね
。
私
は
好
き
だ
な
」 

凪
「
お
褒
め
に
預
か
り
光
栄
で
す
。
晩
餐
会
の
余
興
に
は
ぜ
ひ
凪
を
」 

ち
と
せ
「
そ
れ
っ
て
芸
風
？ 

な
の
か
な
？
」 
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凪
「
凪
は
凪
で
す
。
で
す
が
、
こ
れ1

本
で
食
べ
て
い
く
自
信
は
あ
り
ま
す
」 

ち
と
せ
「
自
信
家
さ
ん
な
ん
だ
♪
」 

凪
「
凪
は
凪
の
凪
力
を
磨
く
こ
と
を
怠
り
ま
せ
ん
」 

ち
と
せ
「
努
力
家
で
も
あ
る
ん
だ
ね
」 

凪
「
え
え
。
凪
の
属
性
が
増
え
て
い
く…

…

」 

ち
と
せ
「
ふ
ふ
っ
♪
」 

ち
と
せ
「
で
も
、
な
ん
だ
か
自
分
を
隠
し
て
い
る
ふ
う
に
も
見
え
る
な
」 

凪
「
ほ
う
、
な
か
な
か
言
い
ま
す
ね
」 

ち
と
せ
「
何
を
考
え
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
言
え
ば
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
で
、
引
き
つ
け
た

興
味
を
離
さ
な
い…

…

」 

凪
「
ミ
ス
テ
リ
ア
ス…

…
 

凪
を
そ
の
よ
う
に
形
容
す
る
と
は
」 

ち
と
せ
「
逆
を
言
え
ば
、
自
分
が
何
を
思
っ
て
ど
う
感
じ
た
の
か
悟
ら
れ
た
く
な
い…

」 

 

背
筋
に
冷
た
い
モ
ノ
が
伝
う
感
覚
が
し
た
。
こ
の
人
は
何
が
目
的
で
凪
を
夜
の
散
歩
へ
誘
っ
た
の
か
、
少
し

分
か
っ
て
き
た
。 

 

凪
「
は
て
？
お
か
し
な
こ
と
を
言
う
人
で
す
ね
。
う
ん
、
こ
の
セ
リ
フ
が
言
っ
て
み
た
か
っ
た
」 

ち
と
せ
「
そ
う
や
っ
て
も
無
駄
だ
よ
。
私
に
は
な
ん
で
も
お
見
通
し
な
ん
だ
か
ら
」 

 

こ
ん
な
ふ
う
に
凪
の

A

○
フ
ィ
ー
ル
ド
内
に
入
ら
ん
と
す
る
人
は
初
め
て
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
拒
絶
す
る

選
択
肢
は
あ
っ
た
か
？
い
や
、
な
か
っ
た
。 

 

凪
「
は
あ
、
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
姫
の
気
の
済
む
ま
で
付
き
合
う
こ
と
に
し
ま
す
」 

ち
と
せ
「
あ
は
♪ 

そ
う
こ
な
く
っ
ち
ゃ
♪
」 

 

好
奇
心
は
猫
を
な
ん
と
か
。 

 

凪
「
凪
は
こ
の
ス
タ
イ
ル
に
そ
う
い
っ
た
使
用
用
途
は
含
み
ま
せ
ん
。
純
度1

0
0

%

凪
の
趣
味
。
好
き
な
こ

と
で
生
き
れ
る
時
代
と
い
う
わ
け
で
す
ね
」 

ち
と
せ
「
私
は
あ
な
た
に
興
味
が
あ
っ
て
散
歩
に
誘
っ
た
の
。
最
初
に
も
言
っ
た
よ
ね
？
」 

 

一
体
何
行
前
に
戻
ら
せ
る
気
な
ん
だ
こ
の
人
は…

…
 

 

ち
と
せ
「
凪
ち
ゃ
ん
と
は
一
緒
に
仕
事
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
な
か
な
か
一
対
一
で
話
す
機
会
が
な
か
っ

た
か
ら
」 
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そ
ん
な
に
凪
と
仲
良
く
な
り
た
い
の
か
。
そ
れ
な
ら
そ
う
と
言
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
に
。
ツ
イ
ス
タ
は
相

互
だ
っ
た
よ
う
な
？ 

 

ち
と
せ
「
凪
ち
ゃ
ん
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
直
接
的
じ
ゃ
な
く
て
、
ユ
ー
モ
ア
交
え
な
が
ら
比
喩
的
に
も
の
を

伝
え
る
話
し
方
で
、
そ
れ
も
ど
の
場
面
で
も
、
そ
う
」 

凪
「
そ
れ
は
あ
な
た
の
感
想
で
す
よ
ね
？
」 

ち
と
せ
「
そ
う
だ
よ
♪
」 

凪
「
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
の
何
が
問
題
な
の
で
し
ょ
う
？
」 

ち
と
せ
「
ま
だ
問
題
に
な
っ
て
な
い
だ
け
だ
よ
」 

 

ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
占
い
か
、
は
た
ま
た
読
心
能
力
な
の
か
。
凪
の
想
像
力

で
は
も
は
や
こ
れ
ま
で
の
よ
う
で
す
。 

 

ち
と
せ
「
た
ま
に
は
ま
っ
す
ぐ
に
伝
え
る
の
も
大
事
だ
よ
♪
自
分
で
は
や
っ
て
る
つ
も
り
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
実
は
だ
ん
だ
ん
忘
れ
て
る
か
も
し
れ
な
い
。」 

ち
と
せ
「
ス
ト
レ
ー
ト
な
言
葉
が
一
番
力
が
あ
る
の
」 

 

そ
の
あ
と
に
ち
と
せ
さ
ん
か
ら
出
た
言
葉
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
声
で
な
か
っ
た
の
で
、
空
耳
の
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。 

 

ち
と
せ
「
な
ん
だ
か…

…

他
人
事
と
は
思
え
な
く
て…

…

」 

 

ち
と
せ
さ
ん
も
ま
た
凪
と
は
異
な
る
ベ
ク
ト
ル
で
、
ま
っ
す
ぐ
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
く
は
し
て
い
る
つ
も
り
で
、
そ
の
こ
と
が
な
ん
と
な
く
分
か
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

   

ち
と
せ
「
そ
う
い
え
ば
、
前
の2

4

時
間
生
放
送
？
で
、
颯
ち
ゃ
ん
と
は
一
緒
に
歌
っ
た
け
ど
」 

凪
「
そ
の
節
は
う
ち
の
は
ー
ち
ゃ
ん
が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」 

ち
と
せ
「
颯
ち
ゃ
ん
は
と
っ
て
も
可
愛
く
て
良
い
子
だ
よ
ね
♪ 

食
べ
ち
ゃ
い
た
い
く
ら
い
♪
」 

凪
「
食
べ
な
い
で
く
だ
さ
い
（
凪
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
の
で
）」 

 

颯
『
な
ー
そ
れ
逆
！ 

逆
！
』 

 

ち
と
せ
「
ご
め
ん
ね
、
つ
い
口
癖
で
♪
」 

凪
「
確
か
に
は
ー
ち
ゃ
ん
は
可
愛
い
の
で
仕
方
な
い
」 
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ち
と
せ
「
顔
は
そ
っ
く
り
だ
け
ど
、
本
当
に
中
身
は
全
然
違
う
ね
」 

凪
「
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
赤
子
の
頃
か
ら
見
分
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
」 

ち
と
せ
「
あ
は
♪ 

そ
れ
面
白
い
♪
」 

凪
に
向
け
ら
れ
た
矛
先
が
次
第
に
凪
達
姉
妹
に
向
け
ら
れ
て
い
く
の
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

ち
と
せ
「
個
性
派
と
正
統
派
、
正
反
対
だ
け
ど
双
子
の
凸
凹
ユ
ニ
ッ
ト
」 

凪
「
さ
し
ず
め
凪
は
凹
で
す
ね
。
な
に
が
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
」 

ち
と
せ
「
双
子
だ
け
ど
、
一
応
凪
ち
ゃ
ん
が
お
姉
さ
ん
な
ん
だ
よ
ね
？
」 

凪
「
そ
う
で
す
ね
。
凪
の
か
わ
い
い
か
わ
い
い
妹
が
は
ー
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
す
」 

 

ち
と
せ
「
ど
っ
ち
が
先
に
ア
イ
ド
ル
に
な
ろ
う
っ
て
言
い
出
し
た
の
？
」 

凪
「
は
ー
ち
ゃ
ん
で
す
。
い
え
、
は
ー
ち
ゃ
ん
は
ア
イ
ド
ル
で
し
た
。
紛
れ
も
な
く
」 

ち
と
せ
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
ア
イ
ド
ル
っ
て
わ
け
だ
ね
♪
ら
し
い
な
♪
」 

凪
「
凪
も
最
初
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
」 

ち
と
せ
「
ん
？
」 

凪
「
も
ち
ろ
ん
は
ー
ち
ゃ
ん
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
ア
イ
ド
ル
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も…

…

」 

ち
と
せ
「
私
た
ち
は
魔
法
使
い
さ
ん
に
魔
法
を
か
け
ら
れ
た
ん
だ
よ
ね
♪
」 

凪
「
魔
法
使
い…

…
P

の
こ
と
で
す
か
。
確
か
に
そ
れ
も
一
つ
あ
り
ま
す
。
で
も
」 

 

凪
「
で
も
、
導
き
が
ど
う
で
あ
れ
、
凪
た
ち
は
“

自
ら
”

ア
イ
ド
ル
へ
な
っ
て
い
く
。
そ
う
だ
と
い
う
こ
と

を
ア
イ
ド
ル
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
に
学
び
ま
し
た
」 

 

ち
と
せ
「…

…

へ
ぇ
、
意
外
と
そ
う
い
う
こ
と
考
え
て
る
ん
だ
」 

凪
「
凪
も
凪
な
り
に
ア
イ
ド
ル
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
」 

ち
と
せ
「
い
つ
も
だ
っ
た
ら
、
茶
化
し
ま
じ
り
で
、
う
や
む
や
に
し
ち
ゃ
う
も
ん
ね
。
た
ま
に
は
、
ス
ト
レ

ー
ト
に
伝
え
る
の
も
い
い
で
し
ょ
？
」 

 

ど
う
や
ら
凪
も
夜
に
浮
か
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
い
や
、
こ
の
黒
埼
ち
と
せ
の
何
か
不
思
議
な
力
が
働
い

た
と
い
う
わ
け
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
時
、
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
っ
た…

！ 

 

凪
「
ち
と
せ
さ
ん
は
、
な
ぜ
ア
イ
ド
ル
や
っ
て
い
る
の
で
す
か
？
」 

ち
と
せ
「
哲
学
だ
ね
♪
」 

凪
「
凪
の
哲
学
つ
い
で
で
す
」 

ち
と
せ
「
そ
う
だ
ね
、
私
に
も
色
々
と
事
情
が
あ
る
ん
だ
け
ど…

…

や
っ
ぱ
り
、
楽
し
い
か
ら
か
な
♪
」 

凪
「
意
外
と
シ
ン
プ
ル
。
そ
う
い
う
も
の
な
の
か
」 

ち
と
せ
「
シ
ン
プ
ル
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
こ
れ
が
一
番
大
事
で
し
ょ
♪
」 
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凪
「
で
す
ね
。
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
、
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
即
引
退
の
ザ
・
凪
伝
説
を
つ
く
っ
て 

し
ま
う
と
こ
ろ
で
す
ね
」 

ち
と
せ
「
そ
れ
面
白
そ
う
♪
」 

ち
と
せ
「
楽
し
い
の
が
根
っ
こ
に
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
色
ん
な
方
へ
枝
分
か
れ
し
て
い
く
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ

は
凪
ち
ゃ
ん
と
颯
ち
ゃ
ん
も
そ
う
だ
し
、
私
と
千
夜
ち
ゃ
ん
も
そ
う
」 

 

ち
と
せ
「
で
も
、
ど
う
進
ん
で
い
く
べ
き
か
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
分
か
ら
な
っ
ち
ゃ
う
な
ぁ
」 

 

少
し
不
安
そ
う
な
表
情
で
し
た
。
で
も
、
一
瞬
だ
っ
た
の
で
、
凪
の
見
間
違
い
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
真

相
は
闇
に
葬
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。 

  

ち
と
せ
「
千
夜
ち
ゃ
ん
を
よ
ろ
し
く
ね
。
凪
ち
ゃ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
を
く
み
取
れ
な
く
て
、
マ
ジ
レ
ス
（
？
）

し
ち
ゃ
う
か
も
だ
け
ど
。
根
は
い
い
子
だ
か
ら
」 

凪
「
よ
ろ
し
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」 

ち
と
せ
「
分
か
り
に
く
い
子
な
ん
だ
。
凪
ち
ゃ
ん
と
同
じ
。
だ
か
ら
、
あ
な
た
な
ら
き
っ
と
あ
の
子
と
う
ま

く
や
っ
て
い
け
る
。
そ
ん
な
気
が…

す
る
か
も
？
」 

凪
「
な
ぜ
疑
問
形
な
ん
で
す
か…

…

」 

ち
と
せ
「
あ
は
♪ 

ご
め
ん
ご
め
ん
♪ 

で
も
、
凪
ち
ゃ
ん
も
ほ
ん
と
か
わ
い
い
よ
♪
」 

凪
「
可
愛
が
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
っ
き
ま
で
は
か
わ
い
が
り
だ
が
」 

ち
と
せ
「
そ
こ
ま
で
の
こ
と
は
、
し
て
る
つ
も
り
な
い
よ
？
」 

  

ち
と
せ
「
た
し
か
こ
の
駅
か
ら
女
子
寮
に
帰
れ
る
ん
だ
よ
ね
？
」 

凪
「
え
え
。
で
は
、
こ
こ
で
お
別
れ
と
い
う
わ
け
で
」 

ち
と
せ
「
う
ん
、
バ
イ
バ
イ
♪
楽
し
か
っ
た
よ
♪
」 

凪
「
凪
は
疲
れ
ま
し
た
」 

ち
と
せ
「
あ
あ
ん
♪
そ
う
言
わ
な
い
♪
凪
ち
ゃ
ん
も
結
構
周
り
の
人
を
疲
れ
さ
せ
て
る
よ
」 

凪
「
そ
れ
も
そ
う
で
す
ね
。
今
日
は
凪
の
番
。
明
日
は
オ
マ
エ
ダ
」 

ち
と
せ
「
ふ
ふ
っ
♪ 

や
っ
ぱ
り
変
わ
ら
な
い
ね
♪
」 

凪
「
そ
れ
で
は
、
ま
た
」 

ち
と
せ
「
う
ん
、
今
度
は
ユ
ニ
ッ
ト
を
組
ん
だ
り
し
て
ね
♪
」 

凪
「
ま
さ
か
。
い
や
、
そ
れ
はP

の
計
ら
い
次
第
で
す
ね
」 

ち
と
せ
「
楽
し
み
に
し
て
る
よ
♪
」 

凪
「
え
え
、
い
つ
か
は
」 

 



72 

 

  

凪
「
だ
い
た
い
こ
ん
な
感
じ
で
す
」 

颯
「
や
っ
ぱ
り
不
思
議
な
人
だ
よ
ね
～ 

ち
と
せ
さ
ん
っ
て
。
で
も
、
な
ん
だ
か
ち
と
せ
さ
ん
に
つ
い
て
少

し
知
れ
た
？ 

か
な
！
」 

凪
は
次
に
ち
と
せ
さ
ん
と
散
歩
を
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
ひ
た
す
ら
談
笑
す
る
感
じ
が
い
い
で
す
か
ね
。
昼

間
に
。 

~
F

in
~

 

  

あ
と
が
き 

 

こ
ん
に
ち
は
、
紅
鍵
（
あ
か
ぎ
）
で
す
。
本
会
報
誌
（
？
）
で
、
初S

S

執
筆
と
な
り
ま
す
。
初
め
て
で

は
あ
り
ま
す
が
、
私
の
浪
人
時
代
に
予
備
校
帰
り
の
電
車
で
デ
レ
マ
スS

S

を
読
み
ふ
け
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
意
外
と
い
け
る
か
な
と
思
っ
た
り
（←

お
い
）。
な
ん
に
せ
よ
、
私
の
デ
レ
マ
ス
の
履
修
過
程
に
お
い

て
、S

S

は
か
な
り
大
き
な
比
重
を
占
め
て
お
り
、
一
度
は
書
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
今
回
書

い
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
題
のS

S

の
内
容
に
つ
い
て
で
す
が
、
ま
ず
構
想
段
階
で
「
黒
埼
ち
と
せ
の
夜
散
歩
」
と
い
う
の
が
ま

ず
浮
か
び
、
そ
こ
で

P

と
ち
と
せ
と
二
人
登
場
人
物
で
、
ち
と
せ
の
内
面
深
掘
り
す
れ
ば
よ
か
っ
た
ん
で

す
が
、
そ
れ
も
味
気
な
い
な
と
誰
か
別
な
ア
イ
ド
ル
を
出
し
て
、
そ
の
ア
イ
ド
ル
一
人
称
視
点
で
進
め
よ
う

と
決
め
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
は
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
何
を
血
迷
っ
た
の
か
久
川
凪
を
出
そ
う
と
な
っ
て
、

執
筆
が
難
航
し
ま
し
た
。
た
だ
で
さ
え
二
次
創
作
泣
か
せ
の
凪
な
の
で
、「
納
得
の
い
く
凪
」
と
い
う
も
の

が
な
か
な
か
表
現
で
き
ず
、
難
儀
で
し
た
ね
（
笑
）
ち
と
せ
も
ち
と
せ
で
分
か
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
も
ま
た

苦
労
し
て
、F

ascin
ate

と

O
-K

u
-R

i-N
o

 S
u

n
d

ay!

の
コ
ミ
ュ
や
ら
、
セ
リ
フ
ま
と
め
や
ら
を
行
き
来
し

な
が
ら
、
な
ん
と
か
書
き
上
げ
ま
し
た
。
あ
と
、
別
の
ベ
ク
ト
ル
で
は
あ
る
も
の
の
「
分
か
ら
な
い
」
と
い

う
点
で
、
ち
と
せ
と
凪
は
共
通
点
と
し
て
持
っ
て
お
り
、
な
ん
と
な
く
似
て
い
る
部
分
を
持
つ
ア
イ
ド
ル
だ

と
感
じ
て
い
て
、
そ
れ
を
表
現
し
よ
う
と
し
つ
つ
も
、「
本
当
に
似
て
る
？ 

そ
の
解
釈
大
丈
夫
？
」
と
分
か

ら
な
く
な
っ
た
り
と
、
解
釈
面
で
も
迷
走
し
つ
つ
書
い
て
ま
し
た
（
笑
） 

 

一
応
初
め
てS

S

書
き
上
げ
た
達
成
感
と
、
や
は
り
創
作
す
る
側
は
大
変
だ
な
と
再
認
識
し
た
り
と
、
と

て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
言
い
た
い
の
は
、
こ
れ
か
ら
も
全
て
の
創
作
者
に
感
謝
し

つ
つ
、
私
自
身
も
何
か
し
ら
一
創
作
者
と
し
て
創
っ
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
以
上
。 



73 

 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
夢
を
見
る
な
ら 

屈
強
な
鰤  

 

み
な
一
様
に
同
じ
顔
を
し
て
い
た
。
疑
問
と
、
驚
き
と
、
そ
れ
か
ら
呆
れ
を
抱
え
た
そ
の
表
情
。
気
持

ち
は
良
く
わ
か
る
。
先
日
こ
の
案
件
の
相
談
を
受
け
た
時
自
分
も
全
く
同
じ
顔
を
し
て
い
た
は
ず
だ
。 

 

「
で
す
か
ら
」 

 

事
務
所
に
集
ま
っ
た
ア
イ
ド
ル
た
ち
を
見
回
し
て
、
も
う
一
度
同
じ
内
容
を
繰
り
返
す
。 

 

「
皆
さ
ん
に
は
カ
カ
オ
を
苗
木
か
ら
育
て
て
も
ら
い
ま
す
」 

 

そ
し
て
床
に
所
狭
し
と
並
ん
だ
鉢
植
え
を
指
差
し
た
。
そ
の
数
、
お
お
よ
そ
五
十
。
鉢
植
え
の
一
つ
ひ

と
つ
に
は
、
弊
社
の
所
属
ア
イ
ド
ル
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

「…
…

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」 

 

数
秒
の
沈
黙
を
破
っ
た
の
は
桜
庭
さ
ん
だ
っ
た
。
眉
間
の
皺
を
一
層
深
く
し
て
、
彼
は
疑
問
を
投
げ
か

け
る
。 

 

「
本
気
で
言
っ
て
い
る
の
か
？
」 

 

「
残
念
な
が
ら
本
気
で
す
」 

  

バ
レ
ン
タ
イ
ン
。
こ
の
寒
い
時
期
に
世
間
を
賑
わ
す
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
そ
の
華
や
か
さ
を
楽
し
む

の
は
ア
イ
ド
ル
も
例
外
で
は
な
い
。
普
段
か
ら
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
フ
ァ
ン
に
感
謝
を
伝
え
た
い
と
い

う
名
目
で
ど
の
事
務
所
も
個
性
あ
ふ
れ
る
企
画
を
用
意
す
る
。
そ
し
て
今
年
、
我
々
３
１
５
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
に
舞
い
込
ん
で
き
た
仕
事
は
た
が
わ
乳
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
ア

イ
ド
ル
た
ち
が
作
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
も
と
に
ス
イ
ー
ツ
の
商
品
化
を
行
う
。
そ
し
て
ス
イ
ー
ツ
に
使

用
す
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
カ
カ
オ
か
ら
栽
培
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
き
っ
と
世
界
の
ど
こ
を
探
し

て
も
、
カ
カ
オ
栽
培
を
強
い
ら
れ
て
い
る
ア
イ
ド
ル
は
う
ち
の
事
務
所
以
外
に
い
な
い
だ
ろ
う
。 

  

「
な
か
な
か
に
信
じ
が
た
い
話
だ
け
ど
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
言
う
な
ら
や
る
し
か
な
い
ね
。
で
も
、
カ

カ
オ
っ
て
そ
ん
な
簡
単
に
育
て
ら
れ
る
も
の
な
の
か
い
？ 

花
を
育
て
る
の
と
は
訳
が
違
う
と
思
う

ん
だ
け
ど
」 

 

そ
う
言
い
な
が
ら
、
し
ゃ
が
ん
で
カ
カ
オ
の
様
子
を
見
た
の
は
み
の
り
さ
ん
だ
っ
た
。
も
と
も
と
植
物

に
触
れ
る
機
会
の
多
か
っ
た
彼
で
も
、
や
は
り
カ
カ
オ
は
珍
し
い
の
だ
ろ
う
。
い
や
、
逆
に
今
ま
で
カ
カ

オ
を
苗
木
か
ら
育
て
た
経
験
が
あ
る
方
が
お
か
し
い
の
だ
が
。 

 

「
そ
の
点
に
関
し
て
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
品
種
、
な
ん
で
も
『
３
１
５
カ
カ
オ
』
と
い
っ
て
寒

さ
に
強
く
、
鉢
植
え
で
も
育
て
ら
れ
る
の
が
特
徴
の
よ
う
で
す
」 

 

「
そ
ん
な
都
合
の
い
い
話
が
あ
る
の
か
」 

 

「
不
思
議
だ
ね
～
」 

 

「
手
元
の
資
料
に
そ
う
書
い
て
あ
る
の
で…

…

」 

 

未
だ
納
得
の
い
か
な
い
様
子
を
見
せ
る
ア
イ
ド
ル
も
数
人
い
た
が
、
仕
事
と
し
て
与
え
ら
れ
た
以
上
は
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き
ち
ん
と
こ
な
す
し
か
な
い
。
い
つ
も
支
え
て
く
れ
て
い
る
フ
ァ
ン
の
た
め
に
も
、
頑
張
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
だ
。 

 

数
分
後
、
ア
イ
ド
ル
た
ち
は
突
然
の
こ
と
に
戸
惑
い
を
隠
せ
な
い
様
子
で
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
な
鉢
植
え
を

手
に
し
て
い
た
。
ま
だ
芽
も
出
て
い
な
い
状
態
で
、
本
当
に
こ
こ
か
ら
カ
カ
オ
が
育
つ
の
だ
ろ
う
か
と
若

干
の
不
安
を
抱
え
る
。 

 

「
そ
の
残
っ
た
一
つ
は
ど
う
す
る
ん
だ
？
」 

 

「
あ
あ
。
こ
れ
は
私
が
育
て
ま
す
。
皆
さ
ん
だ
け
に
頑
張
っ
て
も
ら
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
」 

 

「
な
る
ほ
ど
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
さ
ん
の
カ
カ
オ
も
大
き
く
育
つ
と
良
い
で
す
ね
。
そ
う
、
さ
な
が
ら

ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
の
よ
う
に
！
」 

 

「
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
大
き
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ー
」 

 
 

L
eg

en
d

ers

の
三
人
は
カ
カ
オ
栽
培
に
意
外
と
乗
り
気
な
よ
う
で
、
楽
し
げ
に
会
話
を
交
わ
し
て
い

た
。 

 

「
で
は
皆
さ
ん
、
今
日
は
こ
れ
で
解
散
と
し
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
一
つ
だ
け
お
伝
え
し
た
い
こ
と
が

あ
る
の
で
す
が
」 

 

そ
こ
ま
で
言
っ
て
、
３
１
５
カ
カ
オ
の
特
徴
に
つ
い
て
書
か
れ
た
資
料
を
見
た
。
こ
れ
以
上
ア
イ
ド
ル

た
ち
か
ら
あ
の
冷
や
や
か
な
視
線
を
浴
び
た
く
は
な
い
の
だ
が
、
こ
う
書
い
て
あ
る
以
上
は
仕
方
が
な

い
。
カ
カ
オ
を
上
手
に
育
て
れ
ば
育
て
る
ほ
ど
、
今
回
の
案
件
は
成
功
す
る
の
だ
。
全
て
は
そ
う
、
ア
イ

ド
ル
と
、
フ
ァ
ン
と
、
事
務
所
の
た
め
で
あ
る
。 

  

「
こ
の
カ
カ
オ
、
甘
い
言
葉
を
囁
け
ば
囁
く
ほ
ど
お
い
し
く
育
つ
そ
う
で
す
」 

  

こ
う
し
て
、
３
１
５
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
総
出
で
の
カ
カ
オ
栽
培
生
活
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

◆ 

  

「
北
斗
く
ん
の
カ
カ
オ
す
っ
っ
ご
く
大
き
い
ん
だ
よ
！
」 

 

各
自
が
自
宅
に
カ
カ
オ
を
持
ち
帰
っ
て
五
日
ほ
ど
が
経
っ
た
頃
、
事
務
所
に
い
た
翔
太
く
ん
は
そ
の
大

き
さ
を
表
す
か
の
よ
う
に
両
手
を
広
げ
て
こ
う
言
っ
た
。 

 

「
も
う
成
長
し
て
る
ん
で
す
か
？
私
の
は
ま
だ
芽
が
出
た
程
度
で
す
よ
」 

 

「
い
い
や
、
俺
た
ち
も
同
じ
ぐ
ら
い
だ
。
北
斗
の
が
異
常
す
ぎ
る
」 

 

「
ふ
ふ
、
本
当
に
声
を
か
け
れ
ば
か
け
る
ほ
ど
成
長
す
る
ん
で
す
。
面
白
い
で
す
よ
？
」 

 

な
ん
と
も
楽
し
げ
な
様
子
で
笑
う
北
斗
く
ん
は
、
ス
マ
ホ
の
画
面
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
き
た
。
そ
こ
に

は
既
に
葉
を
青
々
と
茂
ら
せ
た
カ
カ
オ
が
映
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
な
る
ほ
ど
確
か
に
こ
れ
は
す
ご
い
で
す
ね…

…

。
や
っ
ぱ
り
甘
い
言
葉
を
か
け
る
の
が
重
要
な
ん
で

し
ょ
う
か
？
」 

 

こ
の
時
は
ま
だ
半
信
半
疑
だ
っ
た
が
、
日
が
経
つ
に
連
れ
て
甘
い
言
葉
を
か
け
た
カ
カ
オ
と
そ
う
で
な
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い
カ
カ
オ
の
差
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
そ
う
し
て
我
々
の
目
標
は
「
い
か
に
美
味
し
い
カ
カ
オ
を
育
て

る
か
」
か
ら
「
ど
れ
だ
け
甘
い
言
葉
を
カ
カ
オ
に
囁
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。 

 

こ
の
「
甘
い
言
葉
」
と
い
う
の
が
な
か
な
か
に
難
し
か
っ
た
。
普
段
か
ら
そ
う
い
う
セ
リ
フ
を
言
う
こ

と
に
抵
抗
の
な
い
人
は
と
も
か
く
、
そ
れ
以
外
の
人
た
ち
は
か
な
り
苦
労
し
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
カ
カ

オ
を
大
き
く
、
美
味
し
く
育
て
な
け
れ
ば
フ
ァ
ン
の
も
と
へ
商
品
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
そ

う
し
て
み
ん
な
で
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
結
果
、
一
つ
の
結
論
に
た
ど
り
着
い
た
。
そ
れ
は
、
甘
い
言
葉
だ

け
で
な
く
、『
自
分
を
表
現
で
き
る
何
か
』
を
伝
え
れ
ば
、
カ
カ
オ
は
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。 

 

そ
れ
が
分
か
っ
て
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
カ
カ
オ
栽
培
に
取
り
組
ん
だ
。

C
afé P

arad
e

は
実
際
に
ス
イ
ー
ツ
を
作
り
、
そ
れ
を
食
べ
た
人
が
笑
顔
に
な
る
様
子
を
見
せ
る
こ
と

で
、
美
味
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
を
伝
え
た
そ
う
だ
。A

ltessim
o

は
自
分
た
ち
の
音
楽
を

通
し
て
、
そ
し
て
彩
は
芸
を
通
し
て
、
カ
カ
オ
に
込
め
た
気
持
ち
を
伝
え
た
と
い
う
。
最
初
は
仕
事
だ
か

ら
、
と
カ
カ
オ
を
育
て
て
い
た
ア
イ
ド
ル
も
多
か
っ
た
が
、
こ
の
頃
に
な
る
と
ど
ん
な
風
に
自
分
た
ち
の

気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
か
を
楽
し
ん
で
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
月
日
は
あ
っ
と
い
う
間

に
流
れ
、
日
々
の
カ
カ
オ
の
成
長
を
喜
び
つ
つ
二
月
を
迎
え
た
。
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
、
収
穫
は
も
う
目
の

前
で
あ
っ
た
。 

 

◆ 

 

「
皆
さ
ん
本
当
に
今
日
ま
で
お
疲
れ
様
で
し
た
。
フ
ァ
ン
の
方
々
も
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す

し
、
大
成
功
で
す
！
」 

 

今
日
は
二
月
十
四
日
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
当
日
で
あ
る
。
途
中
で
色
々
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
っ
た
が
、
な
ん
と

か
無
事
に
収
穫
を
終
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
イ
ー
ツ
の
商
品
化
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。 

 

「
本
当
に
ど
う
な
る
か
と
思
っ
た
な
」 

 

「
そ
う
だ
ぞ
、
オ
マ
エ
が
育
た
な
い
カ
カ
オ
に
怒
り
続
け
る
せ
い
で
虎
牙
道
だ
け
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ

た
」 

 

「
オ
レ
様
が
あ
ん
な
豆
ご
と
き
に
構
う
わ
け
ね
ー
だ
ろ
！
し
か
も
最
後
は
ち
ゃ
ん
と
間
に
合
っ
た
か
ら

い
い
ん
だ
よ
！
」 

 

道
流
さ
ん
と
タ
ケ
ル
く
ん
に
責
め
ら
れ
た
漣
く
ん
は
そ
う
反
論
し
た
が
、
実
際
か
な
り
ギ
リ
ギ
リ
だ
っ

た
。
甘
い
言
葉
を
囁
け
ば
育
つ
の
だ
が
、
反
対
に
怒
っ
た
り
声
を
か
け
な
か
っ
た
り
す
る
と
み
る
み
る
う

ち
に
元
気
が
な
く
な
っ
て
い
く
の
だ
。
一
体
ど
ん
な
理
屈
で
こ
の
カ
カ
オ
が
育
っ
て
い
る
の
か
さ
っ
ぱ
り

分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
と
に
か
く
漣
く
ん
と
は
相
性
が
悪
か
っ
た
。 

 

「
い
や
～
で
も
甘
い
言
葉
っ
て
本
当
に
大
変
よ
。
俺
は
牙
崎
に
同
情
す
る
ね
」 

 

そ
う
言
っ
て
漣
く
ん
の
肩
に
手
を
置
い
た
の
は
山
下
さ
ん
だ
っ
た
。 

 

「
あ
れ
？ 

で
も
山
下
さ
ん
は
そ
ん
な
に
手
こ
ず
っ
て
る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
」 

 

「N
o

 w
ay

！ 

ミ
ス
タ
ー
や
ま
し
た
最
初
は
と
っ
て
もh

ard

だ
っ
た
よ
」 
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舞
田
さ
ん
の
言
葉
に
、
硲
さ
ん
も
そ
の
時
の
苦
労
を
思
い
出
す
か
の
よ
う
な
苦
い
面
持
ち
で
頷
い

た
。 

 

「
舞
田
く
ん
は
も
と
も
と
言
葉
を
か
け
る
セ
ン
ス
が
あ
っ
た
。
私
も
過
去
数
年
分
の
恋
愛
ド
ラ
マ
か
ら

『
甘
い
言
葉
』
を
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
導
い
た
最
良
の
セ
リ
フ
を
毎
日
定
期
的
に
言
う
よ
う
に
し
て
い
た

の
で
問
題
な
か
っ
た
。
し
か
し
山
下
く
ん
は…

…

」 

 

そ
の
先
に
続
く
で
あ
ろ
う
言
葉
を
な
ん
と
な
く
は
予
想
で
き
た
。
確
か
に
、
山
下
さ
ん
の
性
格
的
に
甘

い
言
葉
を
伝
え
る
の
は
苦
手
そ
う
で
あ
る
。 

 

「
じ
ゃ
あ
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
」 

 

「C
at cafe

さ
！
」 

 

「
猫
カ
フ
ェ
、
で
す
か
？
」 

 

私
が
尋
ね
る
と
山
下
さ
ん
が
付
け
加
え
る
。 

 

「
ほ
ら
俺
猫
好
き
だ
か
ら
さ
。
猫
カ
フ
ェ
で
猫
に
対
し
て
か
わ
い
い
っ
て
言
う
流
れ
で
カ
カ
オ
に
も
言

え
る
か
な
っ
て
」 

 

「
え
っ
と
つ
ま
り…

…

持
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
か
、
カ
カ
オ
を
」 

 

「
う
む
」 

 

「
猫
カ
フ
ェ
に
？
」 

 

「
そ
う
だ
」 

 

山
下
さ
ん
の
代
わ
り
に
、
表
情
一
つ
変
え
ず
に
答
え
る
硲
さ
ん
に
思
わ
ず
言
葉
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

ア
イ
ド
ル
は
基
本
的
に
人
目
を
忍
ん
で
出
か
け
る
よ
う
再
三
注
意
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
バ
レ
る
時
は

バ
レ
る
。
そ
う
し
て
目
撃
情
報
が
時
に
は
写
真
付
き
でS

N
S

に
ア
ッ
プ
さ
れ
た
り
も
す
る
の
だ
。
カ
カ
オ

の
苗
木
を
抱
え
な
が
ら
行
動
し
て
い
る
ア
イ
ド
ル
と
い
う
の
は
世
間
的
に
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ

は
フ
ァ
ン
に
還
元
さ
れ
る
と
は
い
え
怪
し
す
ぎ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
あ
終
わ
っ
た
話
な
の
で
口
出
し

は
し
な
い
が
。 

 

「…
…

と
に
か
く
、
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
こ
の
頑
張
り
に
見
合
う
も
の
な
の
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
一
応
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
思
い
ま
し
て
」 

 

そ
こ
ま
で
言
っ
て
、
机
の
上
に
置
い
て
い
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
開
け
た
。
ア
イ
ド
ル
た
ち
が
作
っ
た
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
は
商
品
化
の
た
め
手
元
に
残
っ
て
い
な
い
が
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
自
分
の
も
の
は
別

だ
。
せ
っ
か
く
育
て
た
も
の
を
捨
て
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
し
、
み
ん
な
に
チ
ョ
コ
を
作
る
こ
と

に
し
た
の
で
あ
る
。 

 

「
こ
れ
を
全
部
番
長
さ
ん
が
？
す
ご
い
な
」 

 

「
は
い
。
さ
す
が
に
皆
さ
ん
の
商
品
化
し
た
ス
イ
ー
ツ
に
は
見
劣
り
し
ま
す
が
、
気
持
ち
だ
け
で
も
伝

え
た
く
て
」 

 

「
俺
た
ち
も
自
分
で
作
っ
た
か
ら
大
変
さ
が
分
か
る
ぜ
！ 

さ
す
が
だ
ぜ
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
さ
ん 

よ
ぉ
ッ
！
」 

 

あ
っ
と
い
う
間
に
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
箱
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
礼
を
伝
え
て
く
れ
る
ア
イ
ド
ル
た
ち
に
思

わ
ず
笑
み
が
溢
れ
た
が
、
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
。
最
後
に
ま
だ
一
つ
仕
事
が
残
っ
て
い
る
の
だ
。 
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「
あ
と
少
し
で
た
が
わ
乳
業
さ
ん
が
カ
カ
オ
の
植
木
鉢
の
回
収
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
に
は
積
み
込
み
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
」 

 

は
ー
い
、
と
事
務
所
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
返
っ
て
く
る
返
事
を
聞
き
な
が
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
の
到
着
を
確
認

で
き
る
よ
う
窓
際
に
立
っ
た
。 

  

数
十
分
後
、
そ
こ
に
は
ト
ラ
ッ
ク
を
後
ろ
か
ら
見
守
る
ア
イ
ド
ル
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。
四
季
く
ん
が

ぽ
つ
り
と
呟
く
。 

 

「
こ
れ
で
カ
カ
オ
と
も
お
別
れ
な
ん
す
ね…

…

。
メ
ガ
仲
良
し
に
な
っ
た
気
が
す
る
か
ら
寂
し
い
っ

す
」 

 

「
四
季
く
ん
、
た
か
が
カ
カ
オ
な
ん
で
す
か
ら
そ
こ
ま
で
悲
し
ま
な
く
て
も
」 

 

「
で
も…

…

ジ
ュ
ン
も
い
っ
ぱ
い
カ
カ
オ
と
話
し
て
た…

…

楽
し
そ
う
に…

…

」 

 

「
な
、
そ
れ
は
演
技
の
勉
強
を
し
て
た
だ
け
で
！
」 

 

慌
て
た
様
子
の
旬
く
ん
を
宥
め
る
よ
う
に
、
隼
人
く
ん
が
続
け
る
。 

 

「
で
も
さ
、
本
当
に
色
々
な
こ
と
カ
カ
オ
に
話
し
た
よ
な
。
も
う
友
達
み
た
い
な
感
じ
だ
よ
」 

 

「
自
分
で
育
て
た
か
ら
愛
着
も
湧
い
た
し
、
さ
ら
に
美
味
し
く
感
じ
た
よ
な
。
植
物
を
育
て
る
な
ん
て 

初
め
て
だ
っ
た
か
ら
ス
ッ
ゲ
ー
楽
し
か
っ
た
！
」 

 

春
名
く
ん
と
同
じ
よ
う
に
思
っ
て
い
た
ア
イ
ド
ル
は
多
か
っ
た
よ
う
で
、
周
り
か
ら
同
意
の
声
が
あ
が

っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
ト
ラ
ッ
ク
は
動
き
出
す
。
手
を
振
っ
た
り
、
呼
び
か
け
た
り
、
態

度
は
様
々
だ
っ
た
が
カ
カ
オ
を
手
放
す
の
が
寂
し
い
気
持
ち
は
皆
同
じ
の
よ
う
だ
。 

 

な
る
ほ
ど
確
か
に
、
フ
ァ
ン
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
植
物
を
一
か
ら
自
分
の
手
で

育
て
た
と
い
う
経
験
も
彼
ら
に
と
っ
て
は
大
き
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
か
ら
得
た
学
び
を
、
ぜ

ひ
今
後
の
ア
イ
ド
ル
活
動
に
活
か
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
う
思
い
な
が
ら
ア
イ
ド
ル
た
ち
を
後
ろ
か
ら
見

守
る
。 

 

い
や
、
そ
れ
に
し
て
も
、
だ
。
こ
の
数
ヶ
月
、
我
々
３
１
５
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
カ
カ
オ
を
中
心
に
世

界
が
動
い
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
得
る
も
の
が
あ
る
の
は
結
構
な
こ
と
だ
が
、
ア
イ
ド
ル

た
ち
の
行
動
と
感
情
が
あ
ま
り
に
も
カ
カ
オ
に
引
っ
張
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
ち
ょ
っ
と
心
配
に
な
る
。 

 

「
カ
カ
オ
を
育
て
る
の
は
今
年
だ
け
で
十
分
で
す
ね…

…

」 

  

ど
こ
と
な
く
し
ん
み
り
と
し
た
雰
囲
気
の
漂
う
事
務
所
前
、
ぽ
つ
り
と
呟
い
た
言
葉
は
二
月
の
寒
空

へ
と
溶
け
て
い
っ
た
。 

【
完
】 

 

あ
と
が
き 

 

改
め
ま
し
て
、
屈
強
な
鰤
で
す
。 

 

昨
年
の
会
報
誌
で
はS

.E
.M

を
メ
イ
ン
に
し
た
の
で
、
今
年
は
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
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登
場
さ
せ
ら
れ
た
ら
、
と
思
い
バ
レ
ン
タ
イ
ン
を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
は
ど
う
し
て
も

伝
え
た
い
の
で
す
が
、
カ
カ
オ
の
名
前
や
企
業
コ
ラ
ボ
の
内
容
な
ど
は
全
部
公
式
設
定
で
す
。
今
年
の
バ

レ
ン
タ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、S

id
eM

のP

は
一
生
懸
命
カ
カ
オ
を
育
て
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
昨
年
の
バ

レ
ン
タ
イ
ン
は
所
属
ア
イ
ド
ル
た
ち
に
電
話
を
か
け
る
た
め
に
必
死
に
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

ど
う
し
て
自
分
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
ア
イ
ド
ル
に
条
件
付
き
で
し
か
電
話
が
か
け
ら
れ
な
い
の
か

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
謎
で
し
た
。
し
か
も
電
話
を
か
け
た
と
思
っ
た
ら
全
然
違
う
ア
イ
ド
ル
が
出
て
き
て
担
当

と
会
話
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
謎
で
す
。 

 

少
し
脱
線
し
ま
し
た
が
、3

1
5

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
賑
や
か
な
雰
囲
気
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
ド
ル
の
個

性
が
少
し
で
も
伝
わ
る
作
品
に
な
っ
て
い
れ
ば
嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
読
ん
で
く
だ
さ
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 
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※
自
己
解
釈
並
び
に
、
若
干
シ
ャ
ニ
マ
ス
の
ネ
タ
バ
レ
を
含
み
ま
す
。 

 

胡
蝶
の
夢 

衛
学 

 

き
っ
と
こ
れ
は
誰
か
の
見
て
る
夢
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。 

  

目
の
前
に
広
が
る
の
は
七
色
に
輝
く
光
の
海
。
反
響
す
る
私
た
ち
の
声
に
、
共
鳴
す
る
歓
声
。
高
揚
感
と

い
う
か…

…

浮
遊
感
？ 

う
ん
、
た
ぶ
ん
、
そ
う
だ
。
だ
っ
て
私
た
ち
に
は
２
８
３
（
つ
ば
さ
）
が
あ
る
ん

だ
し
。 

 

で
も
こ
の
翼
は
私
の
持
っ
て
た
も
の
じ
ゃ
な
く
て
、
あ
の
子
が
く
れ
た
も
の
。
そ
れ
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

さ
ん
が
私
に
つ
け
て
く
れ
た
も
の
。 

そ
し
て
羽
ば
た
く
勇
気
も
も
ら
い
も
の
。
私
と
は
違
う
、
個
性
に
溢
れ
た
み
ん
な
に
も
ら
っ
た
も
の
。 

  

恵
ま
れ
て
る
な
ぁ
、
っ
て
思
う
。
も
ち
ろ
ん
楽
し
い
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
そ
れ
で
も
。 

 

だ
か
ら
夢
だ
と
思
っ
て
た
。
そ
れ
も
私
の
夢
じ
ゃ
な
く
て
、
誰
か
の
見
て
る
夢
。「
合
格
だ
」
っ
て
、
言

わ
れ
た
あ
の
日
か
ら
ず
っ
と
、
あ
の
子
の
見
て
た
夢
の
続
き
を
私
は
見
て
る
ん
だ
ろ
う
っ
て
。 

  

だ
っ
て
私
に
個
性
な
ん
て
な
か
っ
た
。 

 

大
和
撫
子
じ
ゃ
な
い
し
、
ギ
ャ
ッ
プ
な
ん
て
な
い
し
、
ス
ト
イ
ッ
ク
じ
ゃ
な
い
し
、
た
ぶ
ん
そ
ん
な
に
素

直
で
も
な
く
て
。 

 

名
前
が
智
代
子
で
、
あ
の
子
が
ち
ょ
こ
っ
て
呼
ん
で
く
れ
て
な
か
っ
た
ら
、
後
付
け
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
す

ら
な
か
っ
た
普
通
の
私
。
今
で
こ
そ
、「
あ
ぁ
、『
普
通
』
も
個
性
だ
っ
た
ん
だ
」
っ
て
思
え
る
け
ど
。 

  

だ
か
ら
、
み
ん
な
が
ま
ぶ
し
か
っ
た
。
う
ぅ
ん
、
今
で
も
ま
ぶ
し
い
。
あ
お
、
き
い
ろ
、
み
ど
り
、
あ
か
。

み
ん
な
が
み
ん
な
色
と
り
ど
り
に
輝
い
て
。
そ
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
ま
ぶ
し
く
見
え
た
の
は
、
ビ
ビ
ッ
ド

カ
ラ
ー
の
む
ら
さ
き
色—

—

。 

    

き
っ
と
こ
れ
は
誰
か
の
見
て
る
夢
だ
。 

  

目
の
前
に
広
が
る
の
は
暗
闇
と
眩
い
光
。
私
た
ち
の
声
、
フ
ァ
ン
の
声
。
混
ざ
り
合
っ
て
、
響
き
あ
っ
て
、

熱
を
も
つ
。
そ
れ
に
浮
か
さ
れ
た
よ
う
な
感
覚
。
実
際
浮
い
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
た
ち
に
は
２
８
３

（
つ
ば
さ
）
が
あ
る
ら
し
い
し
。 

 

で
も
こ
の
翼
は
機
械
の
翼
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
い
る
し
、
思
う
ま
ま
に
動
か
せ
る
わ

け
じ
ゃ
な
い
し
、
燃
料
は
気
持
ち
な
ん
て
い
う
暑
苦
し
い
シ
ロ
モ
ノ
。 
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そ
れ
に
目
的
地
は
決
ま
っ
て
な
い
。
羽
ば
た
い
た
先
に
何
が
あ
る
の
か
な
ん
て
、
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ

た
。 

  

不
思
議
だ
と
思
う
。「
頑
張
る
」
と
か
、
私
か
ら
一
番
遠
い
言
葉
だ
っ
た
は
ず
で
。 

 

だ
か
ら
夢
だ
と
思
っ
て
た
。
そ
れ
も
私
の
夢
じ
ゃ
な
く
て
、
誰
か
の
見
て
る
夢
。
透
明
じ
ゃ
な
く
な
っ
た
、

あ
の
日
か
ら
ず
っ
と
。
な
ん
か
現
実
味
が
な
い
し
。 

  

だ
っ
て
私
に
色
な
ん
て
な
か
っ
た
。 

 

興
味
を
持
た
れ
な
い
、
望
ま
れ
て
も
い
な
い
、
向
き
合
わ
れ
る
こ
と
な
ん
て
な
い
、
た
だ
視
界
に
入
っ
て

た
だ
け
で
、
見
ら
れ
て
な
ん
か
な
か
っ
た
。 

 

そ
こ
に
理
由
な
ん
か
な
い
の
に
気
づ
か
ず
に
、
色
を
求
め
た
透
明
な
私
。
今
で
こ
そ
、「
馬
鹿
ら
し
い
」

な
ん
て
笑
え
る
け
ど
。 

  

だ
か
ら
、
周
り
の
人
た
ち
の
色
も
目
に
う
つ
っ
た
。
桃
、
碧
、
翠
、
白
。
全
員
が
全
員
そ
れ
ぞ
れ
の
色
を

携
え
て
。
そ
ん
な
中
で
、
一
人
だ
け
親
近
感
を
覚
え
る
色
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
色
は
、
ど
こ
か
透
き
通
っ

て
い
て—

—

。 

   

だ
か
ら
き
っ
と
あ
の
出
会
い
は
、
偶
然
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。 

    
…

…

す
ご
い
人
が
い
る
！ 

 

そ
ん
な
の
が
第
一
印
象
。
事
務
所
の
扉
を
開
け
た
ら
、
ま
ず
そ
の
む
ら
さ
き
色
が
目
に
入
っ
て
き
た
か
ら
。

だ
っ
て
、
む
ら
さ
き
だ
よ
？ 

あ
ん
ま
り
お
見
掛
け
し
な
い
で
す
よ
？ 

  

着
崩
し
た
み
ど
り
色
の
パ
ー
カ
ー
。
萌
え
袖
に
な
っ
て
る
の
が
か
わ
い
い
。 

 

ソ
フ
ァ
に
腰
か
け
て
、
組
ま
れ
た
脚
。
す
ら
っ
と
し
て
て
う
ら
や
ま
し
い
。 

 

ア
シ
ン
メ
ト
リ
ー
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
と
て
も
じ
ゃ
な
い
け
ど
マ
ネ
で
き
な
い
し
か
っ
こ
い
い
。 

  

し
ば
ら
く
見
惚
れ
て
か
ら
、
同
期
ユ
ニ
ッ
ト
の
中
で
一
足
早
く
デ
ビ
ュ
ー
し
た
先
輩
だ
っ
て
こ
と
に
気

が
付
い
て
。 

 

窓
か
ら
差
し
込
む
光
を
反
射
さ
せ
る
そ
の
髪
が
、
き
ら
き
ら
ま
ぶ
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
る
。 

 

「
あ
っ
、
あ
の
、
は
じ
め
ま
し
て
！ 

放
課
後
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
ガ
ー
ル
ズ
の
園
田
智
代
子
で
す
！ 

ア
ン
テ
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ィ
ー
カ
の
田
中
先
輩…

…

で
す
よ
ね
？
」 

  

そ
の
言
葉
に
、
先
輩
は
今
私
に
気
が
付
い
た
み
た
い
に
し
て
、
雑
誌
か
ら
顔
を
あ
げ
て
ゆ
っ
く
り
こ
っ
ち

を
見
た
。 

 

「
あ
ー
。
う
ん
、
よ
ろ
し
く
ー
」 

  

軽
い
と
い
う
か…

…

雑
！ 

前
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
さ
ん
に
ラ
イ
ブ
見
せ
て
も
ら
っ
た
け
ど
、
あ
れ
っ

て
本
当
に
素
な
ん
だ
な
ぁ…

…

。
知
ら
な
か
っ
た
ら
機
嫌
悪
い
の
か
な
っ
て
思
っ
ち
ゃ
い
そ
う
。 

 

「
え
と
、
田
中
先
輩
は
休
憩
中
で
す
か
？
」 

「
ん
ー
？ 

う
ぅ
ん
、
待
っ
て
ろ
っ
て
言
わ
れ
た
か
ら
ー
」 

「
へ
？ 

待
っ
て
ろ
っ
て
、
誰
に…

…

」 

  

階
段
を
登
っ
て
く
る
足
音
が
聞
こ
え
た
。 

 

「
今
度
こ
そ
来
た
み
た
い
で
す
ね
ー
。
園
田
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
そ
こ
は
け
て
く
れ
る
ー
？
」 

「
あ
っ
、
は
い
！
」 

  

先
輩
は
私
の
横
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
扉
の
前
に
立
っ
て
、
ド
ア
ノ
ブ
が
回
っ
た
瞬
間
そ
れ
を
引
い
た
。 

 

「
み
ん
な
、
お
は
う
ぉ
っ
！
？
」 

  

入
っ
て
き
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
さ
ん
が
こ
け
そ
う
に
な
る
。 

 

「
ふ
ふ
ー
、『
お
は
う
ぉ
』
っ
て
な
ん
で
す
か
ー
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」 

「
ま
ぁ
ー
み
ぃ
ー
み
ぃ
ぃ
ぃ…

…

！
」 

「
び
っ
く
り
し
ま
し
た
か
ぁ
？ …

…

な
ん
て
、
聞
く
ま
で
も
な
い
で
す
ね
ー
」 

  

う
ん
、
や
っ
ぱ
り
機
嫌
は
良
い
み
た
い
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
さ
ん
が
き
た
か
ら
、
っ
て
の
も
あ
る
と
思
う

け
ど
。 

 

「
お
前
な
ぁ…

…

あ
ぁ
、
も
う
智
代
子
も
来
て
い
た
の
か
。
お
は
よ
う
」 

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
さ
ん
！
」 

  

私
の
あ
い
さ
つ
に
軽
く
う
な
ず
い
て
か
ら
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
さ
ん
は
私
た
ち
二
人
を
見
て
言
っ
た
。 
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「
直
接
会
う
の
は
初
め
て
だ
っ
た
よ
な
。
も
う
自
己
紹
介
は
し
た
の
か
？
」 

「
あ
ー
、
え
ぇ
と
、
は
い
！
」 

  

田
中
先
輩
の
あ
の
反
応
を
自
己
紹
介
と
い
う
な
ら
、
だ
け
ど
。 

 

「
な
ん
だ
か
微
妙
な
反
応
だ
な…

…

摩
美
々
、
お
前
ま
た
な
ん
か
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
な
？
」 

「
え
ー
、
な
ん
で
す
ぐ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
私
の
せ
い
に
す
る
ん
で
す
か
ぁ
？
」 

「
う
っ
、
い
や
、
別
に
そ
う
い
う
わ
け
じ
ゃ…

…

す
ま
ん
」 

「
ま
ぁ
ー
多
分
、
私
の
せ
い
な
ん
で
す
け
ど
ね
ー
」 

「
俺
謝
り
損
じ
ゃ
な
い
か
！
」 

  

ふ
ふ
ー
、
と
笑
い
な
が
ら
、
田
中
先
輩
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
さ
ん
を
ス
ル
ー
し
て
こ
っ
ち
を
向
く
。 

 

「
と
ゆ
ー
わ
け
で
、
知
っ
て
の
通
り
ア
ン
テ
ィ
ー
カ
の
田
中
摩
美
々
で
す
ー
」 

「
あ
っ
、
は
い
！ 

改
め
ま
し
て
、
不
肖
、
チ
ョ
コ
ア
イ
ド
ル
の
園
田
智
代
子
で
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！
」 

  

そ
ん
な
感
じ
で
、
私
た
ち
は
出
会
っ
た
。 

    

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
私
た
ち
を
引
き
合
わ
せ
た
の
は
、
雑
誌
の
渋
谷
街
歩
き
ロ
ケ
の
オ
フ
ァ
ー
が
あ
っ

た
か
ら
ら
し
い
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
担
当
で
私
、
流
行
り
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ス
イ
ー
ツ
担
当
で
園
田
さ
ん
。 

 

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
て
、
感
想
を
言
っ
て…

…

こ
ん
な
幸
せ
な
お
仕
事
が
あ
っ
て
い
い
ん
で
し
ょ
う

か
！
」 

「
チ
ョ
コ
ア
イ
ド
ル
の
役
得
だ
な
」 

  

好
物
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
だ
、
っ
て
自
己
紹
介
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
チ
ョ
コ
ア
イ
ド
ル
の
、
っ
て
し
た
と

こ
ろ
で
「
あ
ぁ
」
と
思
っ
た
。
勿
論
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
か
三
峰
か
ら
、
少
し
は
園
田
さ
ん
の
話
を
聞
い
て

た
け
ど
。 

 

こ
の
子
は
、
透
明
だ
。 

 

「
チ
ョ
コ
ア
イ
ド
ル
っ
て
ゆ
ー
か
ら
に
は
、
常
備
し
て
た
り
す
る
ん
で
す
か
ー
？
」 

「
あ
、
は
い
！ 

今
日
は
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
で
す
！ 

田
中
先
輩
も
、
い
り
ま
す
か
？
」 
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…

…
な
る
ほ
ど
。
頑
張
っ
て
色
づ
こ
う
と
し
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
。
そ
の
あ
た
り
、
手
っ
取
り
早
く

色
で
染
め
上
げ
た
私
と
は
違
う
ら
し
い
。 

 

「
じ
ゃ
あ
一
個
貰
お
う
か
な
ー
。」 

  

手
を
の
ば
し
て
受
け
取
っ
て
、
緑
色
の
包
装
紙
を
む
い
て
口
に
ふ
く
む
。
爽
や
か
な
香
り
が
鼻
に
抜
け
る
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も
甘
す
ぎ
な
い
。
ア
タ
リ
だ
。 

 

溶
け
る
ま
で
舐
め
き
っ
て
か
ら
、
カ
バ
ン
の
中
の
飴
を
取
り
出
す
。 

 

「
あ
り
が
と
ー
、
お
か
え
し
ー
」 

「
え
っ
、
良
い
ん
で
す
か
？
」 

「
ん
ー
」 

「
そ
の
飴
か…

…

一
本
余
っ
て
た
ん
だ
も
ん
な
」 

  

そ
う
。
も
と
も
と
は
三
本
あ
っ
た
、
紫
色
の
棒
付
き
飴
。
昨
日
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
私
が
一
本
ず
つ
舐
め

た
も
の
。 

 

「
い
た
だ
き
ま
ー
す
、
あ
む
っ―

―

先
輩
、
こ
れ
何
味
な
ん
で
す
か
？
」 

「
ふ
ふ
ー
。
私
も
知
ら
な
い
ー
」 

「
え
ぇ
っ
、
甘
い
よ
う
な
、
で
も
酸
っ
ぱ
い
よ
う
な
？ 

な
ん
だ
ろ
こ
の
味…

…

」 

「
俺
も
昨
日
一
本
貰
っ
た
ん
だ
が
、
本
当
な
ん
な
ん
だ
ろ
う
な…

…

」 

  

ど
ん
な
味
が
す
る
の
か
想
像
で
き
な
く
て
買
っ
た
け
ど
、
ま
さ
か
舐
め
て
み
て
も
ど
ん
な
味
か
形
容
で

き
な
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。 

 

見
た
目
か
ら
は
想
像
が
で
き
な
い
。
深
く
知
っ
て
み
て
も
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
。
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な

い
、
紫
色
。 

    

だ
か
ら
、
私
も
つ
か
ま
っ
て
は
あ
げ
な
い
。
な
の
に
。 

 

「
田
中
先
輩
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
っ
て
、
大
胆
で
す
よ
ね
」 

  

初
顔
合
わ
せ
か
ら
数
日
た
っ
て
、
ロ
ケ
の
日
が
き
て
、
車
の
中
。
二
人
だ
け
で
待
機
中
。
と
は
い
っ
て
も

そ
う
、
た
か
が
数
日
。
そ
ん
な
中
で
、
園
田
さ
ん
は
一
言
の
質
問
で
つ
か
も
う
と
し
て
く
る
。 
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「
え
ー
、
大
胆―

？ 

今
日
は
あ
ん
ま
り
露
出
し
て
な
い
は
ず
だ
け
ど―

？
」 

 

な
ら
、
そ
の
手
を
す
り
ぬ
け
よ
う
。 

 

「
い
え
、
な
ん
で
し
ょ
う
、
見
た
目
が
じ
ゃ
な
く
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
全
体
の
思
い
切
り
が
良
い
と
い
う
か
、

個
性
的
と
も
ま
た
少
し
違
う
ん
で
す
け
ど―

―

す
ご
い
『
田
中
先
輩
』
が
見
え
る
気
が
し
て
」 

  

す
り
ぬ
け
さ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。 

 

多
分
、
園
田
さ
ん
に
は
見
ら
れ
て
る
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
か
、
三
峰
と
か
、
な
ん
で…

…

。 

 

つ
か
ま
え
ら
れ
た
く
は
な
い
。
誰
か
が
網
で
つ
か
ま
え
よ
う
と
し
て
く
る
な
ら
、
私
は
蝶
み
た
い
に
避
け

て
や
る
。 

で
も
、
じ
ゃ
あ
な
ん
で
今
、
私
の
口
角
は
上
が
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。 

 

そ
れ
な
ら
い
っ
そ
、
そ
の
手
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
ひ
き
つ
け
よ
う
か
な
、
な
ん
て
。 

   

「…
…

ま
み
み
で
い
い
よ
ー
。
あ
ん
ま
り
、
田
中
っ
て
苗
字
好
き
じ
ゃ
な
い
し
。
先
輩
っ
て
言
っ
て
も
ほ
ぼ

同
期
だ
し
ー
。
年
だ
っ
て
ひ
と
つ
違
い
で
し
ょ
ー
？
」 

    

何
気
な
い
そ
の
言
葉
で
、
語
尾
の
違
い
で
。
田
中
先
輩
も…

…

う
ぅ
ん
、
摩
美
々
ち
ゃ
ん
も
わ
た
し
と
一

緒
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
思
っ
た
。 

 

気
づ
い
て
。
嬉
し
く
て
。
申
し
訳
な
く
な
っ
て
。
そ
れ
で
涙
が
出
そ
う
に
な
っ
て
。
飲
み
込
む
代
わ
り
に

大
声
を
出
し
て
か
き
消
し
た
。 

 

「
摩
美
々
ち
ゃ
ん
！
」 

「
っ
、
急
に
大
き
い
声
出
し
て
ど
う
し
た
の
ー
？ 

い
た
ず
ら
ぁ
？
」 

  

び
っ
く
り
さ
せ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
だ
け
ど
。 

 

「
あ
わ
わ
、
ご
め
ん
ね
！ 

え
ぇ
と
、
な
ん
か
テ
ン
シ
ョ
ン
上
が
っ
ち
ゃ
い
ま
し
て
！
」 

「
そ
ん
な
大
し
た
こ
と
ー
？
」 

「
あ
は
は…
…

」 

  

大
し
た
こ
と
だ
よ
、
き
っ
と
。…

…

う
ぅ
ん
、
そ
れ
は
摩
美
々
ち
ゃ
ん
が
一
番
わ
か
っ
て
る
。
名
前
で
、
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「
あ
な
た
」
を
呼
べ
る
こ
と
。「
わ
た
し
」
を
呼
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
。
あ
り
ふ
れ
た
苗
字
な
ん
か
じ
ゃ
な

く
て
。
今
こ
こ
に
い
る
、
私
た
ち
を
。 

 

「
摩
美
々
ち
ゃ
ん
、
今
日
の
お
仕
事
が
終
わ
っ
た
ら
、
一
緒
に
ケ
ー
キ
食
べ
に
行
か
な
い
？ 

ま
だ
誰
に
も

教
え
て
な
い
、
と
っ
て
お
き
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
が
あ
る
ん
だ
ぁ
」 

「
そ
の
お
仕
事
で
も
ス
イ
ー
ツ
食
べ
る
ん
で
し
ょ
ー
。
平
気
な
の
ー
？
」 

「
う
っ…

…

そ
の
分
頑
張
っ
て
レ
ッ
ス
ン
で
消
化
す
る
か
ら
大
丈
夫
！
」 

「
わ
た
し
は
頑
張
る
の
面
倒
だ
か
ら
パ
ス
し
よ
ー
か
な
ー
」 

「
え
ぇ
ー
！ 

せ
っ
か
く
摩
美
々
ち
ゃ
ん
に
一
番
に
教
え
よ
う
と
し
た
の
に
ー
！
」 

「
ふ
ふ
ー
、
じ
ゃ
あ
逆
に
お
仕
事
の
ス
イ
ー
ツ
は
智
代
子
に
任
せ
よ
ー
か
な
ー
。
も
と
も
と
担
当
だ
し
得
意

で
し
ょ
ー
？
」 

「
そ
れ
は
そ
れ
で
ダ
メ
だ
よ
ー
！
」 

  

な
ん
て
、
じ
ゃ
れ
あ
っ
て
。
気
づ
け
ば
申
し
訳
な
さ
な
ん
て
ど
こ
か
に
消
え
て
い
て
。 

 

ス
タ
ッ
フ
さ
ん
が
呼
び
に
来
る
ま
で
、
そ
う
し
て
。 

 

「
ん
ー
。
じ
ゃ
あ
仕
方
な
い
か
ら
付
き
合
っ
て
あ
げ
る
。
そ
の
代
わ
り
美
味
し
く
な
か
っ
た
ら
会
う
た
び
に

い
た
ず
ら
す
る
か
ら
ね
ー
」 

「
大
丈
夫
！ 

チ
ョ
コ
ア
イ
ド
ル
の
名
に
か
け
て
！
」 

  

そ
ん
な
、
あ
っ
て
間
も
な
い
二
人
が
、
何
気
な
い
会
話
で
救
わ
れ
る
よ
う
に
。 

    

個
性
と
か
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
か
、
承
認
欲
求
と
か
。「
私
が
私
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
き
っ
と

大
き
く
て
。
で
も
、
思
っ
て
い
た
よ
り
は
多
分
ち
っ
ぽ
け
な
も
の
で
。
だ
か
ら
、
も
し
。 

 

こ
れ
が
誰
か
の
夢
だ
と
し
て
も
。 

 

こ
の
翼
が
私
の
も
の
じ
ゃ
な
く
て
も
。 

 

私
は
、
は
ば
た
く
。 

 

バ
タ
フ
ラ
イ
エ
フ
ェ
ク
ト―
―

小
さ
な
蝶
の
は
ば
た
き
だ
っ
て
、
き
っ
と
何
か
を
変
え
る
は
ず
だ
か
ら
。 

   

【
あ
と
が
き
】（
本
編
同
様
や
や
シ
ャ
ニ
の
ネ
タ
バ
レ
を
含
み
ま
す
） 

  

昨
年
連
絡
ミ
ス
に
よ
り
タ
イ
ト
ル
が
「
無
題
」
と
か
い
う
ド
中
二
病
と
な
っ
た
衛
学
で
す
。
今
年
は
自
分
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で
ち
ゃ
ん
と
タ
イ
ト
ル
つ
け
ま
し
た
が
結
局
中
二
病
な
感
じ
に
な
り
ま
し
た
。
是
非
も
な
い
ね
。「
限
り
な

く
透
明
に
近
い
ピ
ン
ク
」
と
か
い
う
の
も
考
え
ま
し
た
が
、
な
ん
の
こ
っ
ち
ゃ
わ
か
ら
ん
の
で
や
め
ま
し
た
。 

  

今
年
は
ち
ょ
こ
ま
み
で
す
。 

そ
も
そ
も
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
自
己
承
認
と
、
近
い
部
分
で
の
悩
み
を
抱
え
る
二
人
。
そ
こ
か
ら
ホ
ー

ム
画
面
で
の
か
け
あ
い
に
可
能
性
を
感
じ
、
そ
し
て
ま
み
みG

R
A

D

で
の
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
が
好

き
」
か
ら
妄
想
に
妄
想
を
重
ね
生
み
出
さ
れ
た
も
の
が
コ
レ
で
す
。 

５
０
０
０
字
で
は
描
き
切
れ
ず
な
か
な
か
超
展
開
と
い
う
か
、
や
っ
て
る
こ
と
は
た
だ
の
日
常
会
話
な

ん
で
す
け
ど
ね
。 

  

さ
て
お
き
、
ア
ン
テ
ィ
ー
カ
内
は
勿
論
、
い
た
ず
ら
し
が
い
の
あ
る
灯
織
や
、
ま
ま
み
に
な
る
チ
ー
ム
ま

り
あ
、
ホ
ー
ム
か
け
あ
い
に
不
穏
さ
を
感
じ
る
冬
優
子
な
ど
、
ま
み
み
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。…

…

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
的
な
意
味
で
！ 

  

そ
う
い
う
面
の
原
作
供
給
が
な
か
な
か
に
多
い
子
な
の
で
、
こ
の
二
次
小
説
を
き
っ
か
け
に
、
ま
み
み
の

色
ん
な
魅
力
を
知
っ
て
頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。 

 

あ
、
も
ち
ろ
ん
ち
ょ
こ
先
輩
も
、
で
す
よ
！ 

（
オ
チ
み
た
い
に
使
っ
て
す
み
ま
せ
ん
先
輩…

…

。） 
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あとがき 

 冬の足音が少しずつ近づいてきました。皆さんこんにちは。立命館大学アイドルマスター

サークル副会長の Hama です。 

まずは最後まで本誌を読んでいただきありがとうございます。新型コロナウイルスの影

響で当サークルも満足に活動ができているとはいえない状況で本誌を完成させることがで

き安堵しています。3 冊目となった会報誌も、少しずつよいものが作れていたら幸いです。 

11 月 6 日をもって当サークルは設立 3 周年を迎えました。5 周年、それ以降を見据えて

よりよい活動ができるよう努めます。Twitter や Ameba ブログ等も精力的に更新していく

所存ですので、応援のほどよろしくお願いします。 

                                  Hama 

 

 

 

 

 

 

 

 


